いわ て 未来 づく り 機 構 
平成 29 年 度 総会 ・ 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 


日 時 : 平成 29 年 6 月 19 日 (月 ) 
総 会 15:00<16:30 
ラウ ンド テー ブル 16: 35~17:40 
会 場 : エス ポワール いわ て 


次 第 
総会 (第 1 部 ) 15:00 こ 15:30 (会 場 : 2F 大 ホー ル ) 


開会 

2 共同 代表 挨拶 

3 議 
(1) 議案 第 1 号 平成 28 年 度 実績 報告 ( 案 ) に つい て 
(2) 議案 第 2 号 平成 29 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 
(3) 議案 第 3 号 平成 29 年 度 の 県 民 運 動 に つい て 
(4) その 他 

4 閉会 


総会 (第 2 部 ) 15:30<16:30 


講演 「 地 方 創 生 の 現状 と 今後 」 
講師 東京 大 学 大 学院 法学 政治 学研 究 科 教授 金井 利之 氏 


ラウ ンド テー ブル 16:35~17:40 
] 


開会 
2 ディ スカ ッ シ ョ ン 「 ふ る さと 振興 に つい て 」 
3 閉会 


会 員 交 流 会 17:45<19:00 (会 場 : 3F 特別 ホ ー ル ) 


出席 者 
【 講 師 】 
東京 大 学 大 学院 法学 政治 学研 究 科 教授 金井 利之 氏 
【 ラ ウン ド テ ー ブ ル メン バー】 
氏 名 所 属 ・ 職 名 


岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 長 
谷村 邦久 | みち の < ュ コカ ・ コ ー ラ ボトリング (株 ) 代表 取締 役 会 長 


鈴木 厚 人 | 岩手 県 立 大 学長 


VIA AAS 大 船渡 商工 会 議 所 副 会 頭 
米谷 春夫 (株 ) マ イヤ 代表 取締 役 社長 


岩渕 明 | 岩手 大 学長 
達 増 拓也 | 岩手 県 知事 

























































































※ 岩手 経済 同友 会 高橋 代表 幹事 は 欠席 
【 企 画 委員 会 委員 】 
氏 名 所 属 職 名 























橋本 良隆 | 岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 専務 理事 

渡邊 慶 和 | 岩手 県 立 大 学 ソ フトウェア 情 報 学部 教授 ノ 研 究 ・ 地 域 連 携 本 部 長 
菅原 悦子 | 岩手 大 学 理事 (復興 ・ 地 域 創 生 ・ 男 女 共同 参画 担当 ) ノ 副 学長 
藤田 康幸 | 岩手 県 政策 地域 部 長 


【 作 業 部 会 座長 】 
氏 名 所 属 ・ 職 名 


































































































葛尾 淳哉 | かけ 橋 作業 部 会 座長 岩手 県 政策 地域 部 政策 推進 室 調整 監 
田代 高 草 | 復興 教育 作業 部 会 座長 岩手 大 学 教育 学部 教授 


内 宮 明俊 | いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 座長 岩手 県 復興 局 副 局長 
ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 座長 
小野 寺 純 治 | 岩手 大 学 学長 特別 補佐 ふる さと いわ て 創造 プロ ジェ クト 推進 
2 
wu | イノベーション 推進 作業 部 会 座長 
会 冬 不 租 。| 岩手 时 理事 兼 科学 1 LC 推進 室長 
※ 医療 福祉 連携 作業 部 会 座長 岩手 県 立 大 学 社会 福祉 学部 小川 教授 
は 欠席 





































































































平成 28 年 度 実績 報告 ( 案 ) に つい て 


いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 第 7 の 3 (2) に より 、 平 成 


28 年 度 実績 報告 ( 案 ) に つい て 、 次 の 通り 承認 を 求め る 。 





平成 29 年 6 月 19 日 


平成 2 8 年度 いわ て 未来 づく り 機 構 実績 報告 ( 案 ) 


1 総会 ・ ラ ウン ド テ ー ブ ル の 開催 
ラウ ンド テー ブル メン バー、 会 員 が 一 堂 に 会 し 、 下 記 の と お り デ ィ ス カッ ショ ン 
等 を 実施 し た 。 





① 総会 
開催 日 : 平成 28 年 7 月 22 日 (月 ) 
場 所 : サン セー ル 成 岡 
内 容 : ア 平成 27 年 度 実績 報告 ( 案 ) 及び 平成 28 年 度 活動 計画 ( 案 ) を 承認 
イ 「 地 域 の ゆたか さ を 考 える ^ 希 望 と 幸福 に つい て て 」 と 題し 、 
東京 大 学 社会 科学 研究 所 玄田 有史 教授 より 講演 
参加 者 : 約 110 名 















































② 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 28 年 7 月 22 日 (月 ) 
場 所 : サン セー ル 成 岡 
内 容 : デ ィ ス カッ ショ ン 「 地 域 の ゆたか さ に つい て 」 
参加 者 : 約 110 名 








③ 第 2 回 ラウ ンド テー ブル 
開催 日 : 平成 29 年 3 月 9 日 ( 木 ) 
場 所 : 岩手 银行 本 店 
内 容 : ア 平成 28 年 度 活動 状況 等 に つい て 
イ イノ ベー ショ ン 推 進 作業 部 会 (仮称 ) の 設置 に つい て 
ウ ディ スカ ッ シ ョ ン 「 三 陸地 域 の 復興 の 先 に ある 将来 像 に つい て 」 
参加 者 : 約 70 名 

















県 民 運 動 の 実施 

以下 の 4 項目 の 県 民 運 動 を 実施 し た 。 

県 民 運動 項目 主 な 活動 
2016 希望 卿 いわ て | ・ 開 会 式 ・ 閉 会 式 へ の ボラ ンティア 参加 
国体 ・ 大 会 開催 に 係 | ・ 学 生 に 対す る 国体 ・ 大 会 へ の 啓発 活動 





















































る 協力 EA RA 
ILC の 実現 に 向 |・ 岩 手 県 T LC 推進 協議 会 を 通じ た 誘致 活動 
けた 取組 ・LCWS2016 (盛岡 ) 開催 へ の 協力 




















・ 岩 手 I LC 連携 琶 の 設置 
台湾 と の 定期 便 の | ・ 県 台湾 ミッ ショ ン へ の 参加 
就航 ・ 現 地 の 大 学 と の 相互 交流 
・ 各 広報 媒体 で の PR に よる アウ トバ ウン ド 拡 大 に 向け た 取組 








































































































平泉 世界 遺産 を 活 | 平泉 世界 遗产 登录 5 周年 記念 事業 へ の 参画 

















用 し た 地域 振興 の | ・ い わ て 5 大 学 共通 授業 の 開講 













































































取組 ・ 世 界 遺 産 サ ミッ ト の 開催 
作業 部 会 の 開催 
以下 の 7 つの 作業 部 会 に お いて 活動 を 実施 し た 。 
部 会 名 【 担 当 機関 】 主 な 活動 
産業 復興 ・ 報 告 書 「 岩 手 型 イノ ベー ショ ン の 推進 に 向け て 」 の 取り ま と 
we め 
【岩手 大 】 








・ 平 成 28 年 度 を も っ て 活動 終了 


a ・ 釜 石 市 に お いて 27 年 度 よ り 実 施 の 重層 的 見 守り 実証 実 』 
医療 福祉 連携 平成 実施 の 重層 的 見 守り 実証 実験 
































































































































































































































を 継続 
bo 一 関 市 に 実証 フィ ー ル ド を 拡大 
か け 橋 ・ 復 興 支 援 プ ロジ ェクト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 展開 
【 県 】 ・ 復 興 支 援 マ ッ チ ング に お いて は 97 箇所 で マッ チン グ が 成立 
東 す 来 創 造 イ ニ ミ の 2 
| | ・「 未 来 創造 塾 」、「 卒 塾生 の 集い 」 を 開催 
・ 平 成 28 年 度 を も っ て 活動 終了 
【 岩 銀 】 
復興 教育 ・「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 に よる 3 件 の 講師 派遣 を 実施 
【岩手 大 】 ・ 県 教 要 と 協議 ・ 意 見 交換 会 を 開催 
内 ・ い わ て 復興 未来 塾 を 4 回 開催 
い 復興 未来 当 _ a 
人 ・ 講 師 等 や 参加 者 の 意見 交換 に より 様々 な 人 的 ネッ トワ ー ク を 
【 県 】 2 
形成 
・ 地 域 定 着 に 向け た 「 い の イン ター ンシップ 」 勉強 会 を 開 
ぶ ふる さと いわ て 創造 A 大 わ て の イン ター ンシップ 」 勉強 会 を 開 
【 岩 手 大 】 
































・ いわて で 働 こ う 推 進 協議 会 と の 連携 、 協議 
※ 詳細 は 別 添 資 料 (参考 1) の と お り 。 











4 その 他 
活動 の 企画 ・ 調 整 を 担う 組織 と し て 、 企 画 委員 会 を 3 回 開催 。 
「 い わ て 未来 づく り 機 構 だ より 」 を 2 回 発行 し 、 情 報 発信 。 














平成 29 年 度 活動 計画 〈 案 ) に つい て 


いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 第 7 の 3 (1) に より 、 平 成 
29 年 度 活動 計画 ( 案 ) に つい て 、 次 の 通り 承認 を 求め る 。 


平成 29 年 6 月 19 日 


平成 2 9 年 度 いわ て 未来 づく り 機 構 活動 計画 ( 案 ) 


It 活动 方针 


東日本 大 岩 災 


波 か ら の 復興 の 更 な る 展開 へ の 連結 期間 と し て 、 県 民 


運動 と 部 会 活動 等 に 取り 組み 、 成 果 を あげ る こと で 、 復 興 の 先 も 見 据え 


た ふる さと 振興 の 実現 を 図る 。 





IT 活動 計画 











1 県 民 運 動 の 推進 






































東日本 大 震 災 津 渡 から の 復興 の 更 な る 展開 と その 先 も 見 据え た ふる さと 振興 








を 実現 する た め に 、 本 機構 会 員 及 び 県 民 が 一 体 と な っ て 、 県 民 運 動 に 取り 組む 。 














県 民 運 動 目指 す 姿 (最終 目標 ) 平成 29 年 度 機構 の 取組 目標 
I LC の 実現 に 向け た | ・ILC の 実現 ・I LC の 意義 の 浸透 と 国 の 誘 


取組 





. I LC を 核 と し た 国際 学術 研究 




















致 表 明 へ の 働き か け 




















































































































































































































部 市 の 形成 ・ 外 国人 研究 者 等 の 受入 環境 整 
備 
・ 加速 器 関連 産業 の 集積 
・[ 上 し C の 早期 実現 に 資す る 調 
査 研究 の 実施 
いわ て 花巻 空港 へ の 国 | ・ 定 期 便 の 就航 ・ 台 湾 チ ャ ー タ ー 便 の 運航 拡大 
際 定 期 便 の 就航 に 向け | ・ 経 済 ・ 文 化 等 の 交流 の 促進 ・ 香港 チャ ー タ ー 便 の 運航 
た 取組 ・ 海 外 市 場 へ の 展開 
世界 遺産 を 活用 し た 地 | ・ 世 界 遺産 の 価値 ・ 理 念 の 理解 増 | ・ 世 界 遺 産 の 価値 ・ 理 念 の 発信 
域 振興 の 取組 進 と 将来 世代 へ の 継承 と 理解 増進 
・ 世 界 遺 産 を 活用 し た 地域 振興 | ・ 拡 張 谷 録 ・ 新 規 登録 に 向け た 





活動 の 強化 




















・ 複 数 の 世界 遺産 を 活用 し た 県 








内 外 ・ 海 外 か ら の 観光 誘客 の 
促進 

















ラグ ビー ワー ルド カッ 
プ 2019" 釜 石 開催 に 向 
けた 取組 





・ 復 興 支援 へ の 感謝 と 復興 の 姿 の 医 





・ ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 2019™ 





釜石 開催 の 成功 











1 























内 外 べ へ の 発信 








・ 各 種 イ ベン ト 、 広報 媒体 等 を 

活用 し た 機運 の 醸成 

・ 大 会 開催 に 向け た イン フラ 等 
の 整備 

・ 観 客 等 を 迎え る た め の お も て 
な し 体制 の 整備 































































































2 各 作 業 部 会 の 活動 




















竹 作業 部 会 は 、 い わ て の 復興 と 未来 づく り に 向け た 活動 を 行い 、 そ の 結果 を ラ 
ウン ド テ ー ブ ル 、 会 員 及 び 県 民 に フィ ー ド バッ ク す る 。 











































































































































































































































































































部 会 名 【 担 当 機関 】 目標 及び 主 な 活動 
医療 福祉 連携 重層 的 見 守り 実証 試験 を 継続 し 、 県 内 へ の 波及 を 目指 す 
【 県 立 大 】 ・ 外 部 資金 を 活用 し た 実証 実験 の 実施 
・ 産 学 官 の 検討 体制 の 維持 と 普及 活動 の 実施 
か け 橋 復興 支援 プロ ジェ クト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 の 推進 
【 県 】 ・ 復 興 支 援 マ ッ チ ング の 推進 
・ 復 興 関連 情報 の 発信 、 復 興 支 援 ネ ットワーク の 強化 
復興 教育 いわ て の 復興 教育 プロ グラ ム の 推進 支援 
【岩手 大 】 ・ 復 興 教 育 の 講師 を 派遣 する 「 い わ て の 師匠 」 派遣 事業 の 推 
進 
いわ て 復興 未来 塾 復興 や 地域 づく り の 担い 手 の 育 成 及び ネッ トワ ー ク づく り 
【 県 】 の 推進 
・ 復 興 の 担い 手 と な る 人 づく り の 観点 か ら 、 いわて 復興 未来 
塾 を 開催 
ふる さと いわ て 創造 地域 を 担う 人 材 の 育成 と 地元 定着 の 推進 支援 
【 岩 手 大 】 ・COC 二 事業 「 ふ る さと いわ て 創造 プロ ジェ クト 」 の 推進 
支援 
イノ ベー ショ ン 推 進 (新規 ) | イノ ベー ショ ン に 必要 な 関係 機関 の ポテ ン シ ャ ル の 分 析 
【 県 】 ・ 岩 手 県 イノ ベー ショ ン 創 出 推進 会 議 と 連携 し 検討 
3 情報 発信 














活動 を より 効果 的 に 展開 し て いく た め 、 積 極 的 に 情報 発信 を 行 う 。 


会 員 団 体 の 総会 等 を 利用 し た 団体 構成 員 等 に 対す る 機構 の 取組 内 容 の 周知 
② 機構 だ より 、 電 子 メ ー ル 等 を 利用 し た 会 員 向 け 情 報 提供 (随時 ) 
@ 機構 ホー ムペ ー ジ か ら の 一 般 向け 情報 発信 
④ 県 民 の 理解 増進 を 図る た め 、 マ スコ ミ へ の 情報 提供 の 強化 


ニー ニコ ーー ニニ ニョ ミニ ミー ニー ニニ こ どこ ニー ニニ ニョ ご ニー ニニ どこ に ここ ニニ ご ニニ ーー デー ニニ こ ご ニニ ラニ こ ご こ ニュ ミニ エニ ど 三 ご ニー ニー ニー ニニ ニー ニー 













































































15 : 00~16 : 30 


所 : エス ポワール いわ て 











: (共同 代表 ) 谷村 会 














0 






































16 : 35~17 : 40 











: ( 岩 大 ) 菅原 委員 























平成 2 8 年 度 活動 実績 の 報 
































議 承 認 mw 
“ 讲演 「 地 方 創 生 の 現状 と 今後 」 
東京 大 学 大 学院 法学 政治 学研 究 科 教授 
































・ デ ィ ス カッ ショ ン 「 ふ る さと 振興 に つい て 」 


※ 終了 後 交流 会 を 開催 




















ラウ ンド テー ブル 
: 10 一 11 月 
: 盛岡 市 内 
























































県 ) 藤 人 

















0404094 te 


(その 時 点 に お ける 県 政 の 重要 課題 に 応じ テー マ を 決定 ) 
































ラウ ンド テー ブル 
: 1 ユ 1~2 月 
: 岩手 銀行 ( 仮 ) 























: ( 岩 銀 ) 岩田 委員 























・ 機 構 の 活動 状況 報告 、 総 括 
・ 次 年 度 の 活動 に 向け た 
・ デ ィ ス カッ ャ ション 























こ 提 言 他 











(その 時 点 に お ける 県 政 の 








『 イ ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 作業 部 会 』 


【 目 的 】 

本 県 の 各 機 関 が 持 つ ポ テン シャ ル を 生か し イノ ベー ショ ン 創 出 に 向け た 取組 を 
強化 する た め 、 新 し い 価値 を 創造 する 場 を 設定 し 、 イノベーション か ら 継 続 的 に 
価値 を 生み 続け る 芽 が 育成 され る 環境 (シス テム ) 整備 に 向け た 検討 を 行う 、「 イ 
ノ ベ ー シ ョ ン 推 進 作業 部 会 」 を 設置 する 。 


























【体制 】 
(1) 座 长 
岩手 県 政策 地域 部 理事 兼 科学 ILC 推進 室長 
(2) 部 会 員 
岩手 大 学 、 妊 手 県 立 大 学 、 岩 手 医 科大 学 、 一 関 工業 高等 専門 学校 、 科 学 技 
術 振興 機構 、 い わ て 産業 振興 セン ター、 岩 手 県 工業 技術 セン ター、 岩 手 生 
物 工学 研究 セン ター、 岩 手 県 商工 労働 観光 部 も の づく り 自 動車 産業 振興 室 、 
岩手 県 政策 地域 部 科学 ILC 推進 室 
(3 ) 事务 局 
岩手 県 政策 地域 部 科学 ILC 推進 室 
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【活动 内 容 】 
(1) 岩手 県 に お ける イノ ベー ショ ン 推 進 の 現状 分 析 
・ 関 係 機関 の 活動 内 容 の 調査 及び 整理 等 
(2) 岩手 県 が 進め る べき イノ ベー ショ ン の 方 向 性 の 検討 
・ 検 討 会 の 開催 (年 2 て 3 回 程度 を 予定 ) 
(3) イノ ベー ショ ン を 推進 する メイ カー ムー ブ メ ント 等 プロ セス 革新 や 大 型 プ 
ロジ ェクト の 創出 、 導 入 な ど 必 要 な 取組 の 検討 
・ 関 係 機関 の 活動 内 容 の 調査 及び 整理 等 





















































【 そ の 他 】 
岩手 県 イノ ベー ショ ン 創 出 推進 会 議 と 連携 し て 活動 する 。 























平成 29 年 度 いわ て 未来 づく り 機 構 


部 会 実績 報告 及び 活動 計画 


医療 福祉 連携 作業 部 会 

か け 橋 作業 部 会 
復興 教育 作業 部 会 

いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 
ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 


イノ ベー ショ ン 推 進 作業 部 会 








いわ て 未来 づく り 機 構 医療 福祉 連携 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (29.5.29) 


テー マ : 医療 と 福祉 連携 体制 の 整備 一 見 守り を 核 と し た 被災 地 の 生 活 支援 型 コ ミュ 
ニテ ィ づ くり 





座長 : 小川 晃子 担当 機関 : 岩手 県 立 大 学 








報告 要旨 

① 釜 石 市 平田 地区 で は 、 米 国 ク アル コム 社 の 助成 金 と 岩手 県 立 大 学 復興 加速 化 プ ロジ 
ェクト 研究 費 採択 に より 、 社 会 福祉 施設 を 見 守り 拠点 と し た 重層 的 見 守り 体制 の 実 
証 実験 を 行っ た 。 人 的 見 守り (民生 児童 委員 、 買い物 支援 の まごころ 宅急便 ) と ICT 
活用 見 守り (お げん き 発 信 、 血 圧 測定 見 守り 、 服 薬 支援 見 守り ) を 重層 化し 、 見 守 
り 情 報 を 一 元 化す る た め に ポー タル サイ ト を モデ ル 的 に 運用 し た 。 

② 日 本 遠隔 医療 学会 の 1 CT を 活用 し た 地域 包括 ケア の シン ポジ ウム を 企画 し 、 釜 石 
の 事例 を 報告 し た 。 ま た 、 内 閣府 の シン ポ で も 発表 し 、 県 内 外 に 政策 提言 を し て い 
る 。 

③ 米 国 ク アル コム 社 の 研究 助成 は 、Round が 終了 し た こと か ら 最 終 ス テー ジ の Round 
四 へ の 応募 を 行い 採択 され た 。 (平成 29 年 度 に 活用 ) 








1. 平成 28 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ ト プ ッ ト ) 



































① 部 会 ① ほ ぼ 1 ヶ 月 に 1 回 開催 し 、 プ ロジ ェクト の 運営 ・ 点 検 を 行っ た 。 

② 実 証 実 験 ② 平 田地 区 で は 平成 27 年 10 月 か ら 重 層 的 見 守り 実証 実験 を 継 
続 し て いる 。 ポ ー タ ル サ イ ト は 、 平 成 28 年 9 月 まで で 実証 実 
験 を 終え た 。 





また 、 一 関 市 誠実 証 プ フィ ー ル ド を 拡大 し た 。 





2. 平成 28 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 








| 【 実 績 ・ 成 果 】 
① 市 町 村 の 地域 包括 ケア 体制 づ | ① 釜 石 市 の 地域 包括 ケア に 平田 地区 モデ ル を 提示 
くり に 資す る 政策 提言 を 行う | し 関与 し た 。 

| また 、 平 成 28 年 度 は 新た に 一 関 市 に フィ ー ル ド を 

拡げ 、 内 陸 で は じ め て で きた 災害 公営 住宅 で の 孤 
立 防止 と コミ ュ ニ ティ づく り に 重層 的 見 守り を 
| 活用 し た 。 
② 産 学 官 の 検討 体制 を 維持 | @ 岩 手 県 立 大 学 教員 (社会 福祉 看護 ・ ソ フト ウェ 
| プア 情報 ) 、 盛 岡 赤 十字 病院 ・ 盛 岡市 立 病院 医師 、 

岩手 県 (保健 福祉 部 ) 、 岩 手 県 社協 、( 株 ) NT 

















































































































ドコ モ 、( 株 ) ヤ マト 運輸 等 の 産学 官 の 検討 体制 で 
| プロ ジェ クト 推進 
③ 外 部 資金 を 継続 的 に 確保 |⑧ 米 国 ク アル ュ コム 社 助成 金 、 岩 手 県 立 大 学 復興 加速 
| 化 プ ロジ ェクト 研究 費 を 活用 
④ 成 果報 告 ・ 普 及 | ④ 内 閣府 消費 委員 会 シン ポジ ウム や 、 国 民生 活 セン 
| 0 広報 し た 。 ま た 、 遠隔 医 
療 学会 に お いて 論文 投稿 や ン ン ポ を 開催 し て い 
る 































































































| 【课题 】 
| 釜石 市 は じ め 県 内 市 町 村 行 政 の 地域 包括 ケア シ 
ステ ム メ 構 築 へ の 具体 的 実装 が 、 残 され た 課題 で あ 












































3. 平成 29 年 度 の 活動 計画 
( 1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 

岩手 県 内 市 町 村 の 地域 包括 ケア シス テム づく り に 対し 、 医 療 ・ 福 祉 が 連携 し た 重 
層 的 ・ 一 元 的 な 見 守り 体制 づく り の モデ ル 事 例 を 提示 し 、 政 策 提言 を し て いく 。 
釜石 市 、 一 関 市 で の 重層 的 見 守り 実証 試験 を 継続 し 、 岩 手 県 内 で の 取り 組み 拡大 
に 資す る 。 


































































































(2 ) 活動 計画 

① 産 学 官 の 検討 体制 を 維持 
・ 岩 手 県 立 大 学 教員 、 A DN 
協議 会 (株 ) NT エド コモ 、( 株 ) ヤ マト 運輸 等 に よる 研究 会 を 維持 
・ 研 究 会 (部 会 ) を 定期 的 に 開催 

四 外 部 资金 六 活用 























・ 米 国 ク アル コム 社 の 助成 金 を 受け 「 重 層 的 見 守り の 構築 の た め の 先 導 的 研究 
を 、 往 石 市 平田 地区 を フィ ー ル ド に 実施 
・ 岩 手 県 立 大 学 復興 加速 化 プ ロジ ェクト で は 、 そ の 他 地 域 を フィ ー ル ド に 実施 
③ 成 果報 告 ・ 普 及 
・ 日 本 遠隔 医療 学会 2017 年 度 研究 大 会 で 見 守り 分 科 会 と し て 報告 (9 月 ) 
・ 県 内 複数 の 地域 で フォ ー ラ ム ・ シ ン ポ ジウ ム 等 を 開催 し 、 市 町 村 の モデ ル と し 
て 実装 され る よう 情報 提供 を 行う 













































































いわ て 未来 づく り 機 構 か け 橋 作業 部 会 の 
活動 実績 ・ 活 動 計画 (29.5.29) 


テー マ : 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 推進 





座長 : 葛尾 淳哉 担当 機関 : 岩手 県 








报告 要 由 


プロ ジェ クト 概要 東日本 大 震 災 津波 か ら の 復旧 ・ 復 興 に あたり 、 行 政 が 主体 
と な っ た 取組 だ け で な く 広 く 内 外 に 開か れ た 取組 が 重要 と の 考え の も と 、 平 成 
23 年 12 月 か ら 、 被 災 地 か ら の 復興 支援 要請 と 県 内 外 か ら の 復興 支援 提案 を 収集 
し て 双方 の マッ チン グ を 行う な ど 、 民 間 や N PO 等 の アイ デア 、 行 動力 を 活用 
し た 取組 を 展開 。 

















沿岸 被災 地 で は 復旧 か ら 復 興 へ と ステ ー ジ が 移行 する 中 、 復 興 支 援 ニ ー ズ は 物資 供 
与 や ボラ ンティア 派遣 調整 等 を 中 心 と する 支援 か ら 、 産業 再生 や コミ ュ ニ ティ 再生 等 
の 中 長期 的 視点 に 立っ た 支援 等 に 多様 化す る と と も に 、 首都 園 を は じ め と する 県 外 で 
は 復興 関連 報道 の 減少 等 か ら 関心 の 低下 が 懸念 。 ま た 、 被災 地 や 復興 に 関心 を 有する 
企業 ・ 団 体 に あっ て も 被災 地 に 対す る 認識 の 変化 も 見 られ る な ど 、 被 災 地 を 取り 巻く 
環境 の 変化 へ の 対応 が 課題 と て で て で ただ:。 

平成 27 年 度 は 、 こ れ ら の 課題 の ほか 、 人 口 減少 ・ 高 齢 化 が 急速 に 進む 沿岸 被災 地 の 
現状 を 踏ま え 、 これ まで の 短期 的 支援 の み の 活動 か ら 、 復興 支援 活動 の 効果 的 推進 に 
資す る た め 、 実施 体制 を 見 直し 、 中 長期 的 視点 に 立っ た 復興 支援 活動 へ の 注力 も 併せ 
て 展開 。 
平成 28 年 度 に つい て も 引き 続き 復興 支援 ニー ズ に 合わ せ た 2 系統 で の マッ チン グ を 
進め る と と も に 、 復 興 に 関す る 情報 の 総合 的 な 発信 と 拡散 、 企 業 ・ 団 体 等 と の ネッ ト 
ワー ク の 更 な る 強化 に 取り 組ん だ 。 


















































































































































































































































隊 1 . 平成 28 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 
平成 28 年 6 月 24 日 ( 金 ) 第 7 回 作業 部 会 開催 
・ 平成 27 年 度 部 会 活動 実績 及び 平成 28 年 度 部 会 活動 計画 


(こつ いて 




















平成 29 年 2 月 2 日 ( 木 ) 第 4 回 アド バイ ザー 会 議 開催 
・ 平成 28 年 度 部 会 活動 実績 及び 平成 29 年 度 部 会 活動 計画 
(に つい て 














平成 29 年 2 月 3 日 ( 金 ) 第 8 回 作業 部 会 開催 
・ 平成 28 年 度 部 会 活動 実績 及び 平成 29 年 度 部 会 活動 計画 
(に つい て 




















2. 平成 28 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 





ーー 〒25 和 計画 ” | ” 成因: 衣 灯 
(1) 復興 支援 マッ チン グ | 実績 ・ 成 果 





し 多 林 化す る 復 上 援 ニー| () 人 支援 マッ チン グ 


> 和 统 | 、 区 二 
人 9。 物资 供 5 等 四 支 授 提 案 心 被 炎 地 少 要 请 全 保 太 支 授 
き | マッ チン グ は 、「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 推進 協議 
ッ チ ング を 実現 する : = ノ sy ゃ うー と ビラ 
0 | に 配置 する 復興 支援 員 を 中 心 に 実施 。 
【目标 : 支援 箇所 数 100 人 箇所 】 | Ss 人 本 
、 こ 、 こ , 産業 再生 や コミ ュ ニ ティ 再生 等 、 中 長期 的 な 視点 
① 物資 供与 や ボラ ン テ ィ | 
ア 派 遣 等 の 従前 か ら 要請 に 立っ た 支援 マッ チン グ は 1 
の ある 支援 マッ チン グ は | の 業務 委託 を 通じ て 展開 。 沿岸 彼 炎 地 お ける 支援 
閥 炎 か ら 期 間 を 経 eg ニー ズ の 把握 と と も に 、 首 都 園 の 2 . 团体 等 82 社 
が | を 訪問 ・ ヒ アリ ング し 、 復興 壇 援 活動 の 誘致 に 注力 
いる も の の 一 定 の ニー ズ | ,,y i Ni 
が ある こと か ら 継 続 し て | 上 実績 : 支援 箇所 数 97 箇 所 】 
時 (2) 復興 関連 情報 の 発信 
2 、 - | @ 復興 支援 ポー タル サイ ト に 、 被 炎 地 や 復興 状況 
© 産業 生 や コ ミュ ニテ ! ~、 DIR WD 主 マッ 
人 へ の 関心 や 理解 が 深まる 記事 や 新た な 支援 マッ チ 
H 生 等 の 中 長期 的 視点 | ング を 促進 する 記事 等 を 随時 掲載 . 
立っ た 地域 振興 に 寄与 | 。 し こと ここ 。 人 
ずる 支援 マッ チン グ の 胡 | ② 加え て 更 な る 復興 関連 情報 の 拡散 に 資す る た 
SS 、 め 、 大 手 媒体 と の 連携 に よる 情報 発信 、S N S の 
A 積極 的 な 活用 に よる 情報 発信 を 実施 。 
| HE 
(2) 復興 関連 情報 の 発信 人 306 件 】 
沢 岸 梓 災 地 の 現状 を 伝え (3) 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 
る と と も に 、 復 興 の 進捗 步 状况 ① 更 な る ネッ トワ ー ク 構築 ・ 強 化 に 資す る た め 、 平成 
、 IE | 28 年 10 月 及び 平成 29 年 2 月 に 都内 で 「 岩 手 か け 橋 共 創 
や さま ざま な 活動 情報 を 復 | PH の NM くく く 于 = 
興 支援 ポー タル サイ ト 人 05 ネッ トワ ー ク 会 議 」 を 開催 。 沿岸 被災 地 の 現 状 や ニ 
て 三共 復興 の か け 橋 | や ッ ノ | 情報 、 支援 企業 の 活動 事例 (本 プロ ジェ クト が 介在 
ッ タ ー、 フェ イス ブッ ク 等 に) し た 事例 を 含む ) の 共有 、 有 意 な 情報 交換 を 実施 。 
~ の ② 復興 支援 員 や 職員 が 現地 の 課題 や ニー ズ 情 報 等 を 
ヒア リン グ 等 に より 収集 し 、 支援 提案 等 の 情報 を 積極 
的 に 提供 。 
【 実 績 : ネッ トワ ー ク 構築 企業 数 74 社 】 


3) 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 2 课题 
強化 | ・ 沿岸 被災 地 の 支 援 ニ ー ズ は 多様 化 が 進み 、 地域 
復興 支援 を 速やか に 実現 | 課題 の 解決 に 結び が つく ニー ズ 把 握 が 難し く な っ 
で きる よう 、 県 内 外 の ネッ ト | て いる ほか 、 こ れ ま で 支援 に 取り 組ん で きた 企 
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[折衝 典 トピ ックス 掲載 | 
数 200 件 】 | 










































































ワー ク を 構築 ・ 強 化 | 業 ・ 団 体 の 中 に は 活動 の 縮小 や 変更 の 動き 等 が あ 
【目标 : : ネッ トワ ー ク 構築 企 | り 、 マ ッ チ ング 調整 に 一 層 の 工夫 を 要 し て いる 。 











業 数 50 社 】 | ・ 被災 地 側 で は 、 企 業 支 援 受 入 の た め の 地 域 全 体 
| で の 協 働 体制 が 十分 で な いた め 、 0 
意向 を 生か せな い ケ ー ス や 、 マ ッ チ ング 調整 に 
定 以上 に 時 間 を 要する ケー ス が 生じ て いる 
年 数 経過 に よる 復興 関連 情報 の メデ ィ ア 発信 の 
減少 等 か ら 、 県 外 等 で の 関心 の 低下 が 懸念 され 
る 。 
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3 3. 平成 29 年 度 の 活動 計画 
復興 支援 ニー ズ の 変化 ・ 多 様 化 、 人 口 減少 ・ 高 齢 化 が 進む 被災 地 の 状 況 を 踏ま そる 、 継 
し て 、① 復 興 支 援 マ ッ チ ング 、⑨ 復 興 関連 情報 の 発信 、⑧ 復 興 支 援 ネ ットワーク の 構 
築 ・ 強 化 を 展開 する 方 向 。 
復興 支援 マッ チン グ に つい て は 、 中 長期 的 視野 に 立っ た 支援 マッ チン グ の 調整 と 、 物 
資 供与 等 の 従前 か ら の 支援 マッ チン グ の 2 系 統 で 引き 続き 対応 。 
中 長期 的 視野 に 立っ た 支援 マッ チン グ の 調整 に 0 
た め 、 企業 支援 受入 れ の た め の 被 災 地 側 の 体制 構築 や 意識 醸成 等 に 、 個 々 の 案件 の 
ee a 
話し 合う 機会 を 創出 する 。 
NN こよ っ て は 、 こ れ ま で 支援 対象 と し て き 
た 沿岸 12 市 町 村 以 外 の 県 内 市 町 村 に も 範囲 を 広げ Fr、 これ まで | に 着手 し た マッ チン グ 案 件 
の 横 展開 や 、 地 域 課 題 を 軸 ( 0 te 
(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 
① 復興 支援 マッ チン グ 
多様 化す る 復興 支援 ニー ズ を 2 系統 で の 体制 で 的 確 に 把握 し 、 被 災 地 の 復興 支援 
マッ チン グ を 実現 。 
・ 中 長期 的 視野 に 立っ た 地域 振興 に 寄与 する 支援 マッ チン グ (産業 再生 や コミ ュ ニ ティ 
再生 等 ) へ 引き 続き 注力 。 
・ 物資 供与 や ボラ ンティア 派遣 等 の 従前 か ら の 支援 マッ チン グ も 一 定 の ニー ズ 
を 踏ま えて 対応 。 
【目标 : 支援 箇所 数 100 箇所 】 
② 復興 関連 情報 の 発信 
沿岸 被災 地 の 現状 と と も に 、 復 興 の 進捗 状況 や さま ざま な 活動 情報 を 、 復興 支援 
ポー タル サイ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 等 に より 総合 的 に 情報 発信 。 
【目标 : 復興 トピ ックス 掲載 数 200 件 】 
③ 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 
復興 支援 を 速やか に 実現 で きる よう 、 県 内 外 の ネッ トワ ー ク を 構築 ・ 強 化 。 
【目标 : : ネッ トワ ー ク 組織 会 員 企業 ・ 団 体 数 50 社 】 
(2) 活動 計画 
① プロ ジェ クト の 進め 方 等 の 検討 ・ 助 言 の た め 作業 部 会 及び ア ドバイ ザー 会 議 を 開催 。 
② 復興 支援 マッ チン グ に お いて 、 中 長期 的 視野 に 立っ た マッ チン グ は 、 業 務 委 託 等 
を 通じ 、 首都 圏 等 の 企業 の ビジ ネス 展開 に つなが る 協 働 事業 の 新た な 支援 の 誘引 を 
図る 。 物資 供与 等 の 従前 か ら の 支援 マッ チン グ も 、 いわ て 三陸 復興 の か け 橋 推進 協 
議会 に 配置 する 復興 支援 員 を 中 心 に 対応 予定 。 
③ 復興 関連 情報 の 発信 に つい て は 、 被 災 地 や や 復興 状況 へ の 関心 を 高め 理解 が 深まる 
記事 、 ま た 首都 圏 等 県 外 の 企業 ・ 団 体 が 有する 強み を 生か し 、 今後 の ビジ ネス 展開 
に つなが る 新た な 支援 マッ チン グ を 促進 する 記事 等 を 随時 掲載 。 加え て 、 大 手 媒 体 
と の 連携 や SNS の 効果 的 活用 、 メー ル マ ガ ジン の 随時 発行 等 に より 更 な る 情報 の 
拡散 を 図る 。 
④ 復興 支援 ネ ャ ットワーク の 強化 に つい て は 、 DR 
ー ク を 強化 ・ 深 化 さ せ 、 有 意 な 情報 交換 に より 、 効 果 的 か つ 発 展 的 な マッ チン グ の 
実現 に つなげ る ほか 、 i A CN 





























































































































































































































































































































































































































参考 : 平成 28 年 度 取組 事例 
1 復興 支援 マッ チン グ 


【 取 組 事 例 ①】 日 本 ゼ ト ッ ク 株 式 会 社 に よる 復興 支援 の マッ チン グ 
1 日 本 ゼ ト ッ ク 帆 は 当 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト の マッ チン グ に より 、 
平成 26 年 度 か ら 入 慈 市 ・ 新 山根 温泉 「 べ っ ぴん の 湯 」 化 粧品 の 販路 開拓 支援 を 展開 。 

2 平成 27 年 度 、 新 た に 岩泉 乳業 則 ・ 帆 岩泉 産業 開発 と の 支援 マッ チン グ が 成立 、 
新 製品 (龍泉 洞 の 水 を 使用 し た 化粧 水 ) 開発 に 着手 。 

3 平成 27 年 9 月 か ら 開発 会 議 を 開始 し 、 平成 28 年 5 月 に 記者 発表 、 平成 28 年 6 
月 か ら 販 売 を 開始 。 

4 今回 の 商品 開発 で は 、 開 発 に か か る 諸費 用 を 日 本 ゼ ト ッ ク 社 が 負担 、 商 品 化 ま 
で の 全て の プロ セス で 支援 。 販 路 は 岩泉 乳業 社 及び 岩泉 産業 開発 社 が 担い 、 日 本 
ゼ ト ッ ク 社 も 協力 し て 取り 組む こと と し て いる 

5 平成 28 年 8 月 31 日 の 台風 10 号 に よる 大 雨 等 の 被害 に より 、 発 売 元 で ある 岩泉 
乳業 の 工場 も 被災 し 、 主力 商品 で ある ヨー グル ト が 生産 で き な い 状況 の な か 、「 龍 
泉 洞 の 化粧 水 」 は 原料 の 龍泉 洞 の 湧き 水 を 使用 し 、 日 本 ゼ ト ッ ク で 製造 を お こ な 
2 で 人 
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[開発 会 識 の 様子 。 数 種類 の 化粧 水 サ ンプ ル を 女性 社員 【 完 成 し た 色 鮮 や か な ボトル の 「 龍 泉 洞 の 化粧 水 」] 
で 構成 する 開発 チー ム の スタ ッ フ が つけ 心地 を 比較 















































【 取 組 事 例 ②】 株 式 会 社 ア ルビ オン に よる 復興 支援 マッ チン グ 
1 唱 ア ルビ オン は 、 被 災 地 の 高校 生 を 対象 と し た キャ リア 教育 支援 「 東 北 市 場 プ 
ログ ラム 」 (商品 販売 や 接客 ノウ ハウ 等 を 実 社 員 の 講師 陣 か ら 指 導 後 、 高 校生 に よ 
る 実 販売 等 を 実施 ) を 展開 。 
2 本 県 で の プロ グラ ム 実 施 に あたり 、 本 プロ ジェ クト の 介在 に より 被災 地 側 連携 
ee EE と マッ チン グ 。 同 団体 の 調 
に より 、 太 慈 東 高校 生徒 に よる 東京 で の 実 販 売 支援 等 を 実施 (平成 28 年 7 月 
































[商品 販売 や 接客 ノウ ハウ 等 を 実 社 員 の 講師 陣 か ら 指 導 ] 東京 駅 丸の内 地下 街 の 行幸 通り 
(青空 市 場 ) で の 実 販売 ] 





























【 取 組 事 例 ③】 コ ナミ グル ー プ に よる 復興 支援 の マッ チン グ 

1 コナ ミグ ルー プ は 、 宮 城 県 気仙 沼 市 に お いて 高齢 者 の 健康 増進 に 資す る 体操 教 
室 等 復興 支援 イベ ント を 実施 。 

2 同社 社員 会 より 当 プ ロジ ェクト に 対し 本 県 被災 地 に お いて 新た な 復興 支援 検討 
の 相談 が あり 、 当 プロ ジェ クト の マッ チン グ に より 、 東 日 本 大 震 災 津波 後に 運動 
不足 等 に よる 身体 へ の 影響 が 懸念 され る 陸前 高田 市 の 子ども の 健康 状態 改善 等 を 
目的 と し て 活動 を 展開 する BloomingTAKATA 主催 の イベ ント に お いて 、 コ ナミ 
グル ー プ 社員 一 同 か ら 寄 せら れ た 義援金 を 活用 し た 「 こ ども ダン ス 教 室 」 を 開催 。 

3 今年 度 は 全 4 回 体操 教室 を 実施 。 








[ダン ス 教 室 の 様子 (平成 29 年 1 月 15 日 )〕 








【 取 組 事 例 ④】 三井 物産 株 式 会 社 に よる 復興 支援 の マッ チン グ 

1 被災 地域 で 同社 が 手掛け る 「 未 来 へ の 教科 書 て For Our Children~」 出 前 授業 
プロ ジェ クト 」 (「 地 域 の キー パー ソン の 言葉 を その まま 届け る こと を 通じ て 、 
大 震 炎 か ら 立 ち 上 が ろう と する 人 々 の 力強い 姿 を 広く 伝え た い 」 と いう 主旨 の も 
と 実施 ) に 当 プ ロジ ェクト が 介在 。 

2 昨年 度 に 引き 続き 県 教育 委員 会 を 通じ た 事業 周知 等 へ の 協力 の ほか 、 久 慈 東 高 
校 (平成 28 年 12 月 9 日 、 講師 : NPO 法 人 東北 開 懇 代表 理事 高橋 博之 氏 ) 、 大 船渡 
市 立 吉浜 中 学校 (平成 29 年 1 月 31 日 、 講 師 : Three Peaks Winery 代表 及 川 武安 
氏 ) で の 実施 に 協力 。 

3 今後 、 出 前 授業 プロ ジェ クト の 実施 を 端緒 と し て 、 キ ャ リア 教育 分 野 等 で の 同社 
と 被災 地域 と の 中 長期 的 な 関係 づく り に 向け 引き 続き 調整 。 























[出前 授業 を 受け る 久慈 東 高校 の 生徒 た ち [授業 の 際 に は 講師 の 活動 を 掲載 し た 
(平成 28 年 12 月 9 日) ] 「 教 科 書 」 を 配布 。 ] 





























【 取 組 事 例 ぐ ⑤】 ア サ ヒ グル ー プ ホー ルディ ング ス 株 式 会 社 に よる 復興 支援 マッ チン グ 

1 いわ て 未来 づく り 機 構 と アサ ヒ グ ル ー プ ホー ルディ ング ス 則 で は 、 平 成 26 
年 12 月 に 、 連 携 ・ 協 力 し て 被災 地 の コ ミュ ニテ ィ 再 生 を 支援 する アラ イア ンス ( 協 
力 体制 の 構築 ) を 締結 。 

2 本 アラ イア ンス に 基づき 、「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 の 一 環 
と し て 、 被 災 市 町 村 で の 郷土 芸能 の 保存 ・ 発 展 に 寄与 する コミ ュ ニ ティ 活動 を 
支援 する 「 ア サ ヒ グル ー プ ・ コ ミュ ニテ ィ 助 成 事 業 」 の 実施 に 全面 協力 。 

3 平成 28 年 4 月 か ら 7 月 に か け て 沿岸 市 町 村 を 通じ て 事業 募集 、11 市 町 村 39 団 
体 に える 助成 が 決定 。 
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録 贈呈 式 (平成 28 年 7 月 19 [支援 対象 の 行灯 七夕 山 


























【 取 組 事 例 ⑥】 株 式 会 社 吉 田 産 業 に よる 復興 支援 の マヤ マッチング 
1 青森 県 八戸 市 に 本 社 を 置く 同社 
か ら 、 被 災 地 に お いて 夏 の 紫外 線 、 
著 さ 対策 等 と し て 活用 し て ほし い 
と 窓 に 貼り 付け て 使用 する 「 窓 の 
サン グラ ス 省 エネ フィ ルム 」 寄贈 
支援 の 申し 出 が あり 、 本 プロ ジェ 
クト に お いて マッ チン グ を 調整 。 
2 これ まで に 沿岸 9 市 町 村 24 団 体 
に 寄贈 。 (寄贈 の 様子 ) 























2 復興 関連 情報 の 発信 


【 情 報 発信 ①】 復興 支援 ボー タル サイ ト 、SNS に よる 情報 発信 











男 ポ ボー クル サ イ ト 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 」 を 管理 ・ 局 


对 WK 小国 
き サ イト に つい て よく ある 質問 き リ ン 


gy いわ て 三陸 復興 の か け 橋 


人 ホー ム 中 人 


人 友人 


いわ て 未 抹 づく り 前 語 


文緒 を なけ 办 


"ee 
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画 SNS で 情報 を 随時 拡散 (Twitter、Facebook) 


【 情 報 発信 の 】 オ ル タ ナ ・ オ ン ラ イン ペー ジ 、Yahoo! ニ ュー ス で の 情報 発信 


ソー シャ ル ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン ・ マ ガ ジ ン ! 
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「B to S」 で 地域 協 働 を 目指 す 、 日 立 の プロ ボノ 
支援 
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日 立 拒 作 所 ICT 事 業 続 括 本 部 CSR 部 の 増田 旨 生 部 長 は 、 東 日 本 大 吉 ED 
秋 で 彼 吉 を 受け た 地域 の 復興 に 、IT で 哀 献 で きる こと は な いか を 模索 し て い 
た 。 そ の 中 で 、 彼 秋 地 域 の 企業 や 目 治 体 と 、 都市 国 の 企業 を つなぐ 「 共 食 プ ロ 
ジェ クト 」 な ど を プロ デュ ー ス し て いる 一 毅 社 団 法 人 新 舞 事 業 創 出 機構 
(JEBDA) か ら 、 倫 石 市 を 紹介 され た 。 (一 般 社 団 法人 RCF= 款 井 美 息子 ) 


ma 毎月 足 を 運び 、 協 議 を 重ね る 


2013 年 3 月 。 東京 に ある 日 立つ オフィ ス に 芸 石 か ら 地 元 の 水産 加工 会 社 社長 や 
N P 0 団体 代表 を 招き 、 増 田部 長 は 社内 説明 会 を 開催 し た 。 説 明 会 に は 100 
人 以上 の 社 只 が 参加 、 積 極 的 に 支援 活動 を し た いと いう 社員 も 50 人 以上 い 

た 


1 CCD1 ニュ ー ス TD で も っ と 便利 に 新規 取得 
大 YaHoo! x 


ログ イン 本 プレ ミア ム 会 員 な ら : 


ビジ ネス トッ プ 経済 企業 グロー バル マー ケッ ト 


TB to S」 で 地域 協 働 を 目指 す 、 日 立 の プロ ボノ 支援 


オル タナ 2016/12/27( 火 ) 19-13 配 信 


キャ リア テク ノロ ジー 


日 立 製 作 所 ICT 事 業 統括 本 部 CSR 部 の 増田 草 生 部 長 
は 、 東 日 本 大 震 災 で 被害 を 受け た 地域 の 復興 に 、IT 
で 責 献 で きる こと は な いか を 模索 し て いた 。 そ の 中 
で 、 和 被災 地域 の 企業 や 自治体 と 、 都 市 國 の 企業 を つ 
な ぐ 「 共 創 プ ロジ ェクト 」 な ど を プロ デュ ー ス し て 
いる 一 般 社 還 法 人 新 舞 事 業 創出 機構 EBDA) か 

ら 、 芸 石 市 を 紹介 され た 。 (一 般 社団 法人 RCF= 荒 


地域 に 定 束 く 通 い 、 交流 を 筐 ね る 井 美 穂 子 ) 


こと で 信 聞 関 係 が 深まっ た 


毎月 定 を 運び 、 協 議 を 重ね る 


2013 年 3 月 。 東京 に ある 日 立 の オフ ィ ス に 釜石 が ら 地 元 の 水産 加工 会 社 社長 や NPO 
団体 代表 を 招き 、 増 田部 長 は 社内 説明 会 を 開催 し た 。 説 明 会 に は 100 人 以上 の 社員 
が 参加 、 積 極 的 に 支援 活動 を し た いと いう 社員 も 50 人 以上 いた 。 


手 を 挙げ た 社員 か ら 専門 性 や 志望 動機 な ど を 勘案 し 、10 人 程度 に 絞り 込み 、 チ ー ム 
を 編成 し た 。 活 動 は 就業 時 間 外 を 利用 し た プロ ボノ 。 チー ム メ ン バ ー の 上 司 に も 主 
旨 を 説明 し コン セン サス を 得 た 。 ま た 現地 へ の 旅 区 や 開発 環境 機材 な ど は CSR 部 
が 負担 し 、 個 人 や 所 属す る 組織 に 負担 が か か ら な いよ うに 配慮 し た 。 


「 企 業 理念 に 治っ た 活動 で ある ご と 、 目 分 た ちの 専門 能力 で ある ICT を 活か し て 社 
会 責 献 が で きる こと か ら 、 多 く の 社員 が 手 を 挙げ た の で は 」 と 増田 部 長 は 振り 返 
る 。 


「 被 災 地 は 一 時 、 営 業 目的 で 外部 の 人 間 が ドッ と 押し 寄せ ます が 、 い つ し が 潮 が 引 
く よ う に いな く な っ て し まう パタ ー ン が 多く 、 地 元 の 方 々 に は 外部 の 人 間 へ の 距離 
感 が 体験 的 に で き て し まっ て いま し た 」 (増田 部 長 ) 





【 情 報 発信 ③】 ポー タル サイ ト 掲 載 復興 トピ ックス 記事 例 ① 
2017 年 03 月 08 日 
【 岩 手 発 ミ ライ へ の 一 歩 (42) 】 津 波 と 台風 被災 を 超え 、 再 々 出発 。 か ま 
いし 桜 満開 牡 敵 び が 今期 初出 荷 


登録 番号 TP170307009 
市 町 村 名 釜石 市 


東日本 大 震 災 津波 か ら 復 活 、 釜 石 の 新しい ブラ ンド と し て 人 気 の 「 桜 満開 牡 交 」 の 今期 
初出 荷 が 行わ れ 、 関 東 地区 4 都 県 の 鮮魚 店 や レス トラ ン で 3 日 ( 金 ) か ら 限 定 販売 され た 。 


桜 満開 牡 開 は 平成 19 年 秋 に 養殖 を 開始 し た が 、 流 通 が 始ま っ て 間もなく 東日本 大 震 災 
津波 が 発生 。 被災 に より 、 多く の 養殖 漁家 が 廃業 する 中 、 養 殖 を 再開 。 味 が 濃厚 に な る 
春 に 出荷 する こと で 、 他 の 産地 と の 差別 化 を 図っ た 。 

違い は 時 期 だ け で は 無い 。 育ち の 遅い 牡 問 を 間引き 、 育 ち 具 合 を 見 な が ら 、 水 の 流れ 
の 良い 場所 を 選ん で 何 度 も 場所 を 変え て 育て る こと で 、 通 常 の 真 牡 敵 に 比べ て 格段 に 大 
きく 、 味 が 良い の も 特徴 だ 。 


生産 ・ 販 売 も 軌道 に 乗り 始め 、 今 年 は 昨年 の 1.5 倍 の 生産 が 見 込ま れ て いた 桜 満開 特 
門 だ っ た が 、 台 風 10 号 裏 雨 で 再び 被災 。 台風 前 に 60.000 個 あっ た 牡 路 の うち 、 海 中 に 沈 
ん だ 中 か ら 回 収 で きた の は 当初 4.000 個 (その 後 海中 ロボ ッ ト で の 捜索 で 16.000 個 に 増 
加 ) 。 一 度 は 再開 を あき ら め か けた が 、 消 費 者 や ボラ ンティア が SNS を 通し て 寄付 や 支援 
を 呼び か け 、 今 回 の 出荷 に 満 ぎ 着 けた 。 


浦安 魚 市 場内 の 鮮魚 店 「 泉 銀 」 に は 、 出 荷 を 聞い た 桜 満開 牡 婚 の ファ ン が 駆け つけ 、 見 
た こと の 無い よう な 大 き さ に 驚き な が ら 牡 六 を 買い 求め た 。 中 に は 店 主 に その 場 で 牡 次 を 
剥い て も らい 、 類 張る 姿 も あっ た 。 

通常 発送 の 注文 受付 は 3 月 7 日 ( 火 ) よ り 開 始 され 、 発 送 は 3 月 12 日 (日 ) か ら 行 われ る 予 
定 。 ま た 、3 月 24 日 ( 金 ) こ 26 日 (日 ) の 3 日 間 、 東 京都 JR 有楽 町 駅 前 に て 桜 満開 牡 妨 の 蒸 
し 牡 敵 も 販売 予定 だ 。 


添付 ファ イル か まい し 桜 満開 牡 敵 


特大 は 手のひら も 超え そう な 大 き さ 


店 頭 に 並ん だ 桜 満開 牡 螺 





【 情 報 発信 ③】 ポ ー タ ル サ イ ト 掲 載 復興 トピ ックス 記事 例 ② 


2017 年 03 月 27 日 


愛媛 県 の 個人 の 方 か ら 手作り の マフ ラー100 枚 が 寄贈 され まし た 


TP170327004 

久慈 市 岩泉 町 宮古 市 

愛媛 県 西予 市 の 危機 管理 課 を 通じ て 岩手 県 沿岸 被災 地 に 手作り の マフ ラー を 支援 し た 
いと いう 申し 出 が あり 、 当 か け 橋 プ ロジ ェクト に お いて 寄贈 先 の マッ チン グ を 行っ た 。 同 市 
在住 の 個人 の 方 が 、 ご 自宅 に 眠っ て いた 着物 や 洋服 を リメイク し て 被災 し た 方 々 の た め 


に 100 枚 の マフ ラー を 制作 し た の だ と いう 。 片方 の 端 に フー プ が 付い て お り 、 も う 片 方 を 通 
す だ け で 誰 で も 簡単 に 巻く こと が で きる 。 


マフ ラー を 制作 し た の に は 2 つの 理由 が ある 。 1 つ は 、 寒 冷 な 岩手 の 気候 、 も う 1 つ は 被災 
に よる 地域 コミ ュ ニ ティ ー の 分 断 が ある 。 人 々 が 、 支 え 合っ て 復興 し て いく た め に 、 何 か お 
手伝い で き な い か と 考え た 。 東北 の こと を 思い な が ら 、1 枚 1 枚 手縫い し た と いう 。 

制作 者 に お 話 を 聞く と 「 今 の よう に 物 が 豊か で な か っ た 大 正 時 代 の 生ま れ で す 。 衣類 を 再 
利用 する こと で 復興 支援 の お 手伝い が で きれ ば と 考え まし た 。 高台 等 に 居 を 移し た 人 も 、 
同じ マフ ラー を し て いれ ば 会 話 の きっ か け に な り 、 話 の 輪 が 広がれ ば 嬉し いで す 」 と 語っ 
je 


マフ ラー は 、 東 日 本 大 岩 災 津波 と 8 月 末 に 発生 し た 台風 10 号 の 被災 地 (久慈 市 、 岩 泉町 、 
宮古 市 ) の 社会 福祉 協議 会 を 通じ て 、 被 災 し た 方 々 に 贈ら れ た 。 


久慈 市 社会 福祉 協議 会 


岩泉 町 社会 福祉 協議 会 


添付 ファ イル 


投稿 者 シス テム 管理 者 
関連 リン ク 
備考 





3 復興 支援 ネッ トワ ー ク の 強化 


【 ネ ットワーク 構築 事例 】 岩手 か け 橋 共 創 ネッ トワ ー ク 会 議 の 開催 





1 「 い わ て 三陸 復興 の か け 橋 プロ ジェ クト 」 実 施 の 中 で つなが り を 得 た 企業 等 と 、 
県 及び 市 町 村 の 担当 者 等 が 、 直 接 や り と り が で きる 機会 を 都内 で 提供 。 

復興 や 地域 課題 の 解決 に 向け 、 企 業 間 並 びに 企業 ・ 自 治 体 (県 ・ 市 町 村 ) の ネッ 
OU st 
2 第 1 回 会 議 (H28.10.25、 東 京都 千代 田 区 (全国 都市 会 館 ) 、 参 加 26 社 ) 
県 か ら 三 陸地 域 の 復興 の 状況 や 課題 の ほか 、 復 興 に 向け た 取組 内 容 等 を 説明 。 企 































































































業 か ら は 復興 支援 活動 の 取組 事例 を 発表 し た 後 、 「 地 虹 課題 企業 アセ ッ ト で 、 生 
み 出 す 価 値 と は ?」 を テー マ に 意見 交換 を 実施 。 
3 第 2 回 会 議 (H29. 2 .13、 東 京都 千代 田 区 ( 都 道 府 県 会 館 ) 、 参 加 23 社 ) 
第 1 回 会 議 と 同様 に 県 か ら 三 陸地 域 の 復興 状況 と 課題 の ほか 、 次 年 度 に 向け た 取組 
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内 容 を 説明 する と 共に 、 企 業 か ら は 取組 事例 を 紹介 。 こ の 他 、 単 広 震 興 局 か ら 
「 岩 手 県 沿岸 部 に お ける 新た な 動き 」 と 題し 発表 し た 後 、「 復 興 ・ 創 生 期 に お ける 継 
続 性 」 を テー マ に 、 意 見 交換 を 実施 。 
































いわ て 未来 づく り 機 構 復興 教育 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (29.5.29) 


テー マ : 復興 を 担う 人 材 の 育成 





座長 : 田代 高 章 担当 機関 : 岩手 大 学 











報告 要旨 
本 部 会 で は 、 平 成 26 年 度 か ら 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 を 実施 し て いる 。 
平成 28 年 度 に お いて も 、 引 き 続 き 各 学校 か ら の 依頼 に 基づき 講師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 を 実施 。 
計 3 件 の 派遣 を 行っ た 。 
NN じ て 課題 と 浮き 彫り と な っ た 学校 側 へ の 広報 と ニー ズ の 掘り 起こ し を 行う 
こ あ た り 、 岩 手 県 教育 委員 会 と 協議 を 行い 、 次 年 度 の 実施 に 向け た 検討 を 開始 し た 。 


























































































































1 . 平成 28 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ ッ ト ) 
平成 28 年 12 月 16 日 岩手 県 教育 委員 会 学校 教育 室 と の 協議 ・ 意 見 交換 

(協議 内 容 ) 

1 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 周知 ・ 広 報 に つい て 

2 「 い わ て の 復興 教育 」 プ ログ ラム に つい て 

3 小 中 学 校 の ニー ズ に つい て 




























































































2. 平成 28 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 

平成 28 年 度 事業 計画 " | 平成 28 年 度 事業 実績 成果 課題 
「 い わ て の 師匠 」 派遣 事業 の 県 内 / 「 い わ て の 師匠 」 派遣 事 業 実施 状況 

学校 、 高 校 へ の 周知 活動 を 継続 学校 か ら の 依頼 に 基づき 、 講 師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 

て 行い 、 引 き 続 き 各 校 の 依頼 に 基 行い 、 平 成 28 年 度 は 3 件 の 講師 派遣 を 行っ た 。 

き 講師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 を 行 岩手 県 教育 委員 会 と の 協議 ・ 意 見 交換 会 

う 。 (概要 ) 
「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 の 各 小 中 学校 へ の 周知 に つ 

\ て 、 引 き 続 き 岩 手 県 教育 委員 会 、 各 教育 事務 所 の ご 

協力 を 得 な が ら 人 進める こと と し た 。 

「 い わ て の 復興 教育 」 プ ログ ラム は 平成 30 年 度 の 学習 

生 導 要領 の 改訂 に 合わ せ て 変更 する 予定 。 岩 災 か ら 約 6 

E が 経過 し 、 復 興 教 育 か ら 防災 教育 に 需要 が 変化 し て 

ヽ る 
復興 教育 を 継続 させ る こと が 重要 で あり 、 そ の た め に 
ォ イ ベン ト 的 な 講師 派遣 より 通常 の 授業 に 組み 入れ る 

| こと が 求め られ て いる 。 
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上 3. 平成 29 年 度 の 活動 計画 
(1) 目 標 ・ 出 すべ き 成 果 
〇 「 い わ て の 秘 匠 」 派 遣 事業 の 県 内 小 中 学 校 、 高 校 へ の 周知 活動 を 継続 し て 行い 、 引き 続き 各 
校 の 依頼 に 基づき 講師 派遣 ・ プ ログ ラム 提供 を 行う 。 


〇 学校 側 の ニー ズ に 沿っ た 活動 の 検討 























(2) 活動 計 画 

〇 学校 側 の 依頼 に よ り 「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 を 実施 する 。 

〇 岩手 県 教育 委員 会 の 協力 の も と 、 本 事業 の 趣旨 ・ 活 動 内 容 に つい て 、 県 内 の 小 中 学 校 、 高 校 
に メー ル に よる 周知 、 県 内 6 地区 の 教育 事務 所 別 の 小 中 学校 長 研修 講座 等 で の 説明 や 資料 配布 
に よる 周知 を 行う 。 

〇 岩手 県 教育 委員 会 と 連携 し 、 学 校 側 の ニー ズ に 沿っ た 事業 実施 に つい て 検討 する 。 

































































































































































*@ を | と うい イコ 
YEE: EAA ・ 
陸 を 層 | 量 落選 目 の 束 時 区 介 十 ` 甸 号 ' 若 夫 者 町 \ 紀 ・ 

『 雪 准 弧 纲 半 过 中 嵌 胆 首 单 专 82 负 本 


内 YS 攻 SS 多 六 >10> 筷 狂 采 了 请 缉 ， 

发 诊 ?了 约 香 口 YO 肖 主 呈 . 

辟 准 了 星光 从 醇 和 得 了 半生 加 > 请 给 

中 立 晶 豚 ウ ギ =! 窓 事 沙 星 平 日 車 ・ 
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包 且 半 举 舍 次 到 
性 紫 坦 友基 次 弹 志 站 
志 半 圭 品 


幸 驶 田 效 
各 潍 朱 覆 尾 只 避 恬 
俐 痢 吉 省 主 茂 


半音 类 铬 北 
は 赤尾 受 六 YY 
志 半 圭 营 


Ed kd 


革 9Z 首 煞 效 Sb:Zzl~69:01 
中 69 我 书 半 下 (BH)ELLEO! 


0E:01~00:6 
洗 吉 蓋 早 中 図 斑 ZI 毛 吉 6 ( 王 ) 日 yz 日 6 





時 66 RA 
狼 志 中 考量 鳃 下 地 田 中 | 。 当前 将 条 :时 车 这 BE 


(用 あ ) 予 圭 モー 毛 考 ! 寺 中 


(于 竹 18'8"6ZH) 竟 一 路 闪 陵 业 昌 熟 当 环 桔 冰 [ 习 明 OO 之 小 1 」 型 志 8ZH 


泣 志 中 申明 省 下 中 国 副 


对 到 莫 明 单 中 国 避 


疼 世 中 训 贺 章 到 黄田 由 
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様式 2 ) 


「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 授業 ・ 講 演 実施 報告 


提出 先 : いわ て 未来 づく り 機 構 復 興 作 業 部 会 事務 局 (岩手 大 学 地域 連携 推進 課 ) 
FAX 019-621-6493 e-mail renkei@1wate-u.ac.]D 











28 年 6 月 25 日 
学校 名 山田 町 立 豊 間 根 中 学校 





授業 ・ 講 演 等 実施 日 時 ・ 会 坦 
28 年 6 月 25 日 ( 土 ) 13 時 30 分 て 15 時 10 分 
授業 ・ 講 演 等 者 所 属 ・ 氏 名 


講師 : 岩手 大 学 ”教授 栗林 徹 氏 
授業 ・ 講 演 等 対象 ・ 参 加 人 数 
対象 : 豊 間 根 中 学校 全校 生徒 、 保 護 者 ・ 地 域 関係 者 (合計 9 3 名 ) 





ーー 


教育 講演 会 

く 講演 内 容 > 「 中 学生 か ら の 体力 づく り と 健康 」 て 生涯 の 健康 の た め に て 
1. 中 学生 の 体力 と 重要 性 
2. 体力 づく り と 健康 
3. 生涯 を 自立 し て 健康 的 に すご す た め に 


く 生徒 感想 か ら > 

・ 保健 体育 で も 習っ た が 、 今 が 成長 期 な の で 、 体 力作 り に し っ か り と 取り 組む こ 
と が 大 切 だ と 改め て 感じ まし た 。 

・ 加 工 食品 に 多く 入っ て いる 「 リ ン 」 が 骨 の 成長 を 阻害 する と 聞い て 驚き まし た 。 
食 生 活 を 見 直し て いき た いで す 。 

・ メ タ ボ リッ クシ ンド ロー ム の 予防 に は 、 運 動 が 一 番 大 事 と いう こと が わか り ま 
し た 。 運動 が 苦手 だ けど いま の うち に で きる だ け 動 きた いと 思い まし た 。 

く 保護 者 ・ 地 域 関係 者 ・ 教 職員 感想 か ら > 

・ 中 学生 の 時 期 が 体 を ボ 作 っ て いく うえ で 、 一 番 大 事 な 時 期 だ と いう こと 、 栄 養 面 
も 運動 面 で も いろ いろ お 話 が 聞け て よかっ た で す 。 

・ と て も 良い 内 容 で し た 。 中 学生 に も わか りや すく 、 楽 し く 聞 き 学 ぶ こ と が で き 
まし た 。 体 を つく る こと の 大 切 さ が よく わか り ま し た 。 

・ 大 人 に も 子供 に も 共通 し た 内 容 は 難し いと 思い まし た が 、 わ か りや すく 話し て 
くだ さっ た の で よかっ た で す 。 保護 者 の 方 の 参加 が も っ と あっ た ほう が よかっ た 
と 思い まし た 。 

・ 授 業 で 説明 し て いる 内 容 の 裏付け と な る 理論 を 話し て いた だ き 、 子 供 た ち に も 
話 の 内 容 が スム ー ズ に 入っ た と 思い ます 。 

・ 子 供 の 食 に つい て 気 に な っ て いた の で 、 今 日 は 食 に つい て 話題 に で きそう で す 。 
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2 講演 会 の 様子 
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(様式 2 ) 


「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 授業 ・ 講 演 実 施 報告 
提出 先 : いわ て 未来 づく り 機 構 復興 作業 部 会 事務 局 (岩手 大 学 地域 連携 ・COC 推進 課 ) 
FAX 019-621-6493 e-mail renkei@1wate-u.ac.]D 


平成 2 8 年 9 月 2 6 日 
学校 名 盛岡 中 央 高等 学校 





授業 ・ 講 演 等 実施 日 時 ・ 会 場 
平成 2 8 年 9 月 24 日 ( 土 ) ”9 时 0 0 分 ~ 10 時 30 分 
授業 ・ 講 演 等 者 所 属 ・ 氏 名 


岩手 県 復興 局 推進 協 働 担 当 課 長 鎌田 徳 幸 様 


授業 ・ 講 演 等 対象 ・ 参 加 人 数 


特進 SZ/Z コー ス 3 年 生 1 2 4 名 


実 施 内 容 
演題 復興 の 力 に !^ 世 界 に 羽ばたけ いわ て っ 子 て 
表 1. 東日本 大 震 災 津 濾 に よる 被害 状況 
2. 復興 に 向け た 取り 組み 状況 と 課題 
3. 岩手 県 の 人 口 推移 と 課題 
4. 復興 と 地域 づく り に 求め られ る 人 材 
感想 (抜粋 ) 
復興 へ 向け て 着実 に 進ん で は いる も の の 、 そ の 道のり の 長い こと が よく 分 か り ま し た 。 な り わ い ・ 安 全 ・ 暮 
らし の いずれ か 一 つ で も 欠け て し まっ て は 成り 立た な いこ と や 、 様 々 な 方 面 に 向け て 同時 進行 に 進め て いか な 
けれ ば な ら な いそ の 過酷 さ を 実 際 の デー タ か ら 感 じ る こと が で きま し た 。 こ れ ま で 以上 に 自分 が 社会 に 対し て 
何 を する こと が で きる か を 考え て いき た い 。 (SZ 3 年 女子 ) 
復興 と いう と 、 流 され た 建造 物 や 上 地 を も う 一 度 も と に 戻す こと だ と 思っ て いた 。 し か し 、 復 興 に は いろ い 
ろ な 目的 も あり 、 必 ず し も 建造 物 を 直す と は 限ら な い 。 復興 と は 失っ た も の を 戻し つつ 、 こ れ か ら の こと を 考 
え 、 新 し いも の を 生み 出し て いく こと だ と 知っ た 。 (Z 3 年 男子 ) 
テレ ビ や 新聞 で 被災 し た 地域 に 関し て 、 あ る 程度 知っ て いた つも り で いた けれ ど 、 数 字 で 表 さ れ た 資料 は あ 
まり 見 て こ な か っ た 。 風 手 県 民 と し て 被災 地 の 現 状 を 把握 で き て いな か っ た と 感じ た 。 こ れ か ら 、 ど の よう な 
進路 に 進む に し て も 、 自 分 の 生ま れ 育 っ た 県 や 地域 の こと を 知っ て いる 必要 が ある と 思っ た 。 媒 手 県 の こと に 
限ら ず 、 日 本 ・ 世 界 の 様々 な 問題 に つい て 、 他 人 事 と 思わ ず 、 そ の 解決 策 を 考え て いけ る よう に し た い (Z 3 
年 女子 ) 

































































































































































岩 災 津波 の 経験 か ら 、 自 ら の あり 方 を 考え 、 こ れ か ら の 社会 を どう 創り あげ て いく の か を 考 
える と て も 良い 機会 と な り ま し た 。 本 当 に あり が と う ご ざ いま し た 。 
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(様式 2 ) 
「 い わ て の 師匠 」 派 遣 事業 授業 ・ 講 演 実 施 報告 
提出 先 : いわ て 未来 づく り 機 構 復興 作業 部 会 事務 局 (岩手 大 学 地域 連携 ・COC 推進 課 ) 
FAX 019-621-6493 e-mail renkei@1wate-u.ac.]D 


平成 28 年 10 月 18 日 
学校 名 盛岡 市 立見 前 南 中 学校 








授業 ・ 講 演 等 実施 日 時 ・ 会 場 
平成 28 年 10 月 17 日 (月 ) 10 時 55 分 ~12 時 45 分 見 前 南 中 学校 体育 館 
授業 ・ 講 演 等 者 所 属 ・ 氏 名 








岩手 大 学 大 学院 教育 学研 究 科 准 教授 森本 晋也 
授業 ・ 講 演 等 対象 ・ 参 加 人 数 
盛岡 市 立見 前 南 中 学校 全校 生徒 455 名 、 教 職員 25 名 








x 1 授業 ・ 講 演 等 要旨 の ほか 、 児 童 ・ 生 徒 の 感想 、 授 業 ・ 講 演 等 に よる 効果 を 記載 願い ます 
x 2 授業 ・ 講 演 等 の 様子 を 撮影 し た 写真 3~4 枚 を 本 報告 に 添付 し て くだ さい 


1 授業 名 平成 28 年 度 見 前 南 中 学校 防災 教室 
2 目的 

(1 ) 巨大 地震 、 津 波 、 台 風 、 土 砂 災 害 等 の 自然 災害 に 対す る 知識 を 学ぶ 。 

(2) 大 き な 災 害 に 対応 し 、 迅速 か つ 的 確 に 避難 場所 に 移動 する こと が で きる よう に する 。 
3 生徒 の 感想 

・ 今 日 の 学習 で 、 自 助 、 共 助 、 公 助 を 学び ま し た 。 災害 が 起こ っ た と き に は 、 ま ず 自 分 に 
命 を 大 切 に し 、 次 に 家族 や 地域 の 人 を 助け て いき た い 。 今日 学ん だ こと を 、 家 族 と 話し 合 
っ て 、 災 害 の 備え を し っ か り と で きる 人 に な り た い 。 

・ 今 日 の 防災 の 授業 を 受け て 、 自 分 で 自分 の 命 を 守る こと が と て も 大 切 だ と いう 気持 ち が 
より 強く な り ま し た 。 ま た 、 自 分 が 気づい て いな く て も 、 身 近 に は た くさ ん の 危険 が ある 
こと を 知っ た の で 、 災 害 が あっ た と き で も 無い と き で も 周囲 に 気 を 配っ て 、 自 分 で 身 を 守 
る よう に し た いと 思い まし た 。 普段 か ら 危 険 な 場所 に 近づい た り し な いよ うに し た り 、 家 
具 の 置き 方 を 変え た たり し て 工夫 し て みた いと 思い まし た 。 

・ 防 災 の 話 を 聞い て 、 自 分 の 命 は 自分 で 守る こと の 大 切 さ に 改め て 気づく こと が で きた 。 
特に 、 社 波 の 速度 は 速い た め 、 人 を 助け た り 迎 え に 行っ た りす る より も 、 先 に まず 自分 で 
逃げ る こと を 小学 校 低 学年 の 子 が 理解 し て いた の が すご いと 思っ た 。 家庭 で も 、 普 段 か ら 
避難 経路 や 避難 グッ ズ を 確か め て お き 、 い ざと いう 時 
の た め に 準備 し て お こう と 思っ た 。 

・ 今 日 の 防災 教室 を 受け て 、 自 分 の 命 を 自分 で 守る こ 
と は 当たり 前 の こと だ けど 、 い さき さ 地震 や 他 の 災害 が 起 
きた と き に 正しく 行動 する こと が 、 人 簡単 なこ と で は な 
いと 思っ た 。 こ れ か ら ゃ も 、 防 災 訓 練 を し っ か り し て 、 
いざ と いう と き に 動け る よう に 備え よう と 思っ た 。 ま 
た 、 日 頃 か ら 防 災 へ の 意識 を も っ と 高め 、 家 族 と も 普 
段 か ら 避 難 場 所 に つい て 話し あっ て お こう と 思っ た 。 














いわ て 未来 づく り 機 構 いわ て 復興 未来 塾 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (29.5.29) 


テー マ : 復興 や 地域 づく り の 担い 手 の 育 成 及 び 人 材 の ネッ トワ ー ク づく り 





座長 : 内 宮 明 俊 担当 機関 : 岩手 県 復興 局 











報告 要旨 

復興 を 担う 個人 や 団体 な ど 多様 な 主体 が 復興 に つい て 幅広 く 教 え 合 い 、 学 び 合 う 
と と も に 、 相 互 に 交流 や 連携 を し な が ら 復 興 の 推進 に 生か し て いく こと が 求め られ 
て いる こと 。 

この こと か ら 、 復 興 や 地域 づく り の 担い 手 の 育成 、 さ ら に は 、 そ うし た 人 材 の ネ 
ットワーク づく り を 推進 する た め 、 平 成 29 年 度 も 引き 続き 「 い わ て 復興 未来 誤 」 を 
開催 する 。 




















































































































































































































【 平 成 28 年 度 の 開催 実績 】 

開催 日 時 会 場 テー マ 参加 者 数 
第 1 回 | md) | ホテ 東日本 大 半 | て 信 後 の 訓 大 と 局 望 こ 。 | 欧 170 
第 2 回 | ag | | 辻 吉 市 民 文 化 会 錠 | と と と ke 。 | 約 170 名 
第 3 回 ュ る | 圭 災 ・ 復 興 の 後世 へ の 維 承 | 約 250 名 
第 4 回 | on) | ホテ ル 東日本 盛岡 | より 良い 未来 を 切り 拓く 復興 | 約 130 名 























※ 各回 の 詳細 は 別紙 の と お り 。 

















2. 平成 28 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 
ーー 平成 28 年 度 事業 計画 。 " 平成 28 年 度 事 業 実 績 成果 課題 
MD | (1) 活動 状況 ・ 成 果 

に 復興 に 関す る 学び の 場 を | ・ 岩 手 大 学 や 岩手 銀行 に 協力 ・ 支 援 を いた だ き な が ら 、 有 
と と も に 、 参加 者 同士 の 交流 | 意義 な 講演 や 報告 を 聞く こと が で きた 。 










































































や 連携 を 推進 する 。 | OR PN 
( 2) 活動 計画 | に より 様々 な 人 的 ネッ トワ ー ク が 形成 に つなが っ た 。 
・ 年 4 回 の 開催 | (2) 课题 














・ 開 催 内 容 は 、 県 内 外 の 有識者 に よる | ・ 県 復興 実施 計画 が 新た な ステ ー ジ に 入っ た こと に よ 
講演 や 被災 地 等 で 活躍 する 人 た ち | り 、 復 興 未 来 塾 の 位置 づけ に つい て 再 検討 する 必要 が 
に よる 報告 な ど 。 | ある 。 
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3. 平成 29 年 度 の 活動 計画 
(1) 目 標 ・ 出 すべ き 成 果 
県 復興 実施 計画 (第 3 期 ) が 策定 され た こと を 踏ま え 、 復 興 後 の 地域 振興 を 見 据 
えた 議論 に 資す る 開催 内 容 に する 必要 が ある 。 
(2 ) 活動 計画 
上 記 観 点 も 踏ま を えて 、 い わ て 復興 未来 塾 を 年 4 回 開催 。 6 月 24 日 ( 土 ) に 「 三 陸 復 
興 の 今 と 将来 を 考え る て 更 な る 展開 に 向け て て 」 を テー マ と し た 第 1 回 を 開催 予定 
と し て いる 。 
第 2 回 を 9 月 に 沿岸 地域 で 、 第 3 回 を 1 月 、 第 4 回 を 3 月 に それ ぞ れ 盛岡 市 内 で 
開催 予定 と し て いる 。 
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いわ て 復興 未来 塾 平成 28 年 度 開催 実績 








日 程 会 場 


站 ホテ ル 東 日 本 盛岡 
十 (参加 者 約 170 名 ) 
本 宮古 市 民 文化 会 館 
第 2 回 (参加 者 約 170 名 ) 


第 3 回 ※ 


アイ ー ナ 
H29.1.21( 土 ) | 小田 島 組 嫌 ほ ~ る 

(参加 者 約 250 名 ) 
oe ホテ ル 東 日 本 盛岡 
-- (参加 者 約 130 名 ) 


※ いわ て 三陸 復興 フォ ー ラ ム の 全体 会 と 併催 


テー マン 講師 ・ パ ネリ スト 


報告 1「 復 興 か ら 未 来 ヘ ン キ リン 絆 プロ ジェ クト の 取り 組み に つい て …」 
林田 昌也 氏 (キリ ン 株 式 会 社 CSV 推 進 部 長 ) 





報告 2 「「 サ ヴァ 告 」 に みる マー ケティング の 重要 性 」 
高橋 大 就 氏 (一 般 社団 法人 東 の 食 の 会 事務 局 代 表 ) 





パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 
「 三 陸 の 本 格 復 興 に 向け て 」 
コー ディ ネー ター : 江幡 平三郎 氏 ( 旨 IBC 岩 手 放 送 アナ ウン ス 部 部 長 ) 
パネ リス ト : 林田 昌也 氏 
高橋 大 就 氏 
君 ヶ 洞 剛一 氏 (( 宰 ヤマキ イチ 商店 専務 取締 役 ) 
達 増 拓也 岩手 県 知事 
報告 「 三 陸地 域 に お ける 課題 と 地域 振興 方 策 」 
藻 谷 浩介 氏 (株 式 会 社 日 本 総合 研究 所 調査 部 主席 研究 員 ) 
パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 
「 復 興 か ら 希望 ある ふる さと へ 三陸 の 底 カ ー」 
コー ディ ネー ター : 植田 眞 弘 氏 (岩手 県 立 大 学 宮古 短期 大 学部 学部 長 ) 
パネ リス ト : 藻 谷 浩介 氏 
山本 正徳 氏 (宮古 市 長 ) 
達 増 拓也 岩手 県 知事 
総合 司会 : 江 幡 平三郎 氏 ( 旨 IBC 岩 手 放 送 アナ ウン ス 部 部 长 ) 





基調 講演 「「 命 の 軌跡 」 は 訴え る 岩 災 犠牲 者 の 行動 記録 か ら ~」 
鹿 敏和 氏 (岩手 日 報社 編集 局 報道 部 次 長 ) 





事例 発表 
「 震 災 ・ 復 興 の 後世 へ の 継承 」 
事例 発表 者 : 松岡 朝美 氏 (グー グル 防災 ・ 復 興 プ ロジ ェクト ,Google Earth 
Outreach プロ グラ ム マ ネー ジャ ー 
齋藤 賢治 氏 (大 船渡 津波 伝承 館 館長 ) 


元 田 久美 子 氏 (( 一 社 ) 宮 古 観光 文化 交流 協会 学ぶ 防災 ガイ ド ) 


報告 「 東 日 本 大 震 災 か ら の 復興 に 向け た 課題 と 今後 の 展望 」 





伊藤 元 重 氏 (復興 店 「 復 興 推進 委員 会 」 委 員 長 ) 
活動 報告 
県 立 大 構 高 等 学校 復興 研究 会 





パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 
「 よ り 良 い 未 来 を 切り 拓く 復興 」 
コー ディ ネー ター : 江幡 平三郎 氏 ( 旨 IBC 岩 手 放 送 アナ ウン ス 部 部 長 ) 
パ バ パネリスト: 鎌田 仁 氏 (鎌田 水産 株 式 会 社 代表 取締 役 社長 ) 
菅原 悦子 氏 (岩手 大 学 理事 ・ 副 学長 ) 
平野 公 三 氏 (大 桶 町 長 ) 
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出典 : いわ て 岩 災 津波 アー カイ ブン 提供 : 人 





|13:3016:40 





13:30~13:35 開会 ・ 知 事 挨拶 

13:40~14:40 基調 報告 

「 震 災 復 興 か ら 日 本 を 先導 する 三陸 モデ ル の 創造 へ 」 
政策 研究 大 学院 大 学 教授 飯尾 潤 氏 

14:50 一 16:40 パネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 

「 多 様 な 視点 か ら 考 える 復興 の 今 と 将来 」 


還 バ ネリ スト 
戸塚 絵梨 子 氏 
株 式 会 社 パ ソナ 東北 創 生 代表 取締 役 
下 向 理奈 氏 
NPO 法 人 の ん の り の だ 物語 代表 理事 
エミ リー・ ハ ラム ズ 氏 


釜石 市 国際 交流 員 


昌 ヨ ーー ティ ネー ター 











村松 文代 氏 

株 式 会 社 IBC 岩 手 放 送 

報道 局 ・ ア ナウ ンス 部 専任 部 長 
16:40 閉会 

情報 は こち ら か ら も ご 覧 いた だ け ま す … 

スパ へ 、 
XM 17:00~19:00 の の 
ee ズ 14 階 「 ラ フォ ン テ ー ヌ 」 ee a ets 
2 人 加 ご 才 一 了 pr7/snowner ute p/iuktaunougnld7vantipdmr im 


主催 : いわ て 未来 づく り 機 構 


お 問合せ : 岩手 県 復興 局 復興 推進 課 TEL:019-629-6945 FAX:019-629-6944 E-mail:AJ0001@pref.iwate.jp 





いわ て 復興 未来 塾 と は 
東日本 大 岩 災 津波 か ら の 復興 を 力強く 進め て いく た 
め に は 、 復 興 を 担う 個人 や 団体 な ど 多 様 な 主体 が 、 復 
興 に つい て 幅広 く 教 え 合 い 、 学 び 合 うと と も に 、 相互 
に 交流 や 連携 を し な が ら 、 復興 の 推進 に 生か し て いく 
こと が 求め られ て いま す 。 
ご の た め 、 岩手 県 内 の 産学 官 の 連携 組織 「 い わ て 未 
来 づ くり 機構 」 は 、「 未 来 づ くり = 人 づく り 」 と の 考 
え 方 の も と 、「 い わ て 復興 未来 塾 」 を 開催 いた し ます 。 
全 | 政策 研究 大 学院 大 学 教授 
兵庫 県 神戸 市 出身 。 
専門 は 政治 学 。1986 年 東京 大 学 法学 部 卒業 。1992 


年 東京 大 学 大 学院 法学 政治 学研 究 科 政 治 専攻 、 博 士 
課程 修了 。 埼 玉 大 学 大 学院 政策 科学 研究 科 ・ 助 教授 





























戸塚 絵梨 子 


パネ リス ト 








株 式 会 社 パ ソナ 東北 創 生 代表 取締 役 


東京 都 出身 。 

2009 新 卒 で (株 ) パ ソナ に 入社 し 、 都 内 に て 人 材 サ ー ビ 
ス の 法人 営業 を 行う 。 

岩 災 直 後に 宮城 県 で の ボラ ンティア に 参加 し た こと が 
きっ か け と な り 、 長 期 的 な が ボ ラン ティ ア を 申し 出 、 
社会 人 4 年 目 の 2012 年 に 「 ボ ラン ティ ア 休 職制 度 」 を 
利用 し 、 約 半 年 間 釜石 市 の 一 般 社団 法人 三陸 ひと つ 
な ぎ 自 然 学校 で 活動 。 

2013 年 復職 後 、 都 内 で 仕事 を する 傍ら 、 継 続 し た 釜 
石 と の 関わ り を 模索 し 、2015 年 4 月 、 社 内 ベン 
チャ ー に て 株 式 会 社 パソ ナ 東 北 創 生 を 設立 。 地 域内 外 
を つなぐ 人 材 交流 事業 や 、 地 域 の な り わ い 作 り 支 援 事 
業 等 を 行っ て いる 。 
































氏 


NP O 法 人 の ん の り の だ 


野田 村 出身 。 

高校 卒業 後 は 進学 の た め 、 県 外 に 転出 。 東 日 本 大 岩 災 
津波 で 実家 が 被災 し 、2011 年 8 月 に 野田 村 に 帰っ た 
後 は 、 仮 設 住宅 で 生活 し て いた 。2012 年 8 月 か ら 定 
住 交流 促進 事業 ・ 体 験 教育 旅行 コー ディ ネー ター と し 
て 野田 村役場 に 勤務 。 そ の 経験 を 生か し て 、2015 年 
1 月 、NPO 法 人 の ん の り の だ 物語 を 設立 し 、 野 田村 の 
魅力 を 全国 に 発信 する と と も に 、 学 生 た ちと 一 緒 に 交 


語 代表 理事 








Li 















































人 _ 下 向 理奈 氏 。 | 流 の 場 を 広げ て いる 。 県 総合 計画 審議 会 委員 も 務め る 。 
これ まで 東日本 大 震 災 復興 構想 会 議 ・ 専 門 委員 (検討 パネ リス ト 
部 会 長 ) 、 復 興 庁 ・ 復 興 推進 委員 な どの 要職 を 歴任 
| オー スト ラリ ア 、 キ ャ ン ベ ラ 市 出身 。 
飯尾 漳 社 ) 、 『 政 局 か ら 政策 へ 』 (2008 年 、NTT 出 版 )、『 現 代 オー スト ラリ ア 国 立 大 学 で 日 本 語 と 北東 アジ ア 学 を 専 
J 日 本 の 政策 体系 』(2013 年 、 筑 摩 書房) 、『 現 代 日 本 の 攻 し 、2014 年 に 関西 大 学 へ 留学 。 
基調 報告 治 』 (2015 年 、 放 送 大 学 教育 振興 会 ) な ど 。『 昌 2016 年 8 月 に 語学 指導 等 を 行う 外国 青年 招致 事業 
本 の 統治 構造 』 は 、 サ ント リー 学芸 賞 及 び 読 売 ・ 吉 (JET プ ログ ラム ) を 通じ て 釜石 市 に 国際 交流 員 
野 作造 章 を 受賞 し て いる 。 (CIR) と し て 派遣 され 、 ラ グ ビ ー ワ ー ル ドカ ッ プ 
また 、 共 著 に 、『 政 治 を 生き る 』 (2012 年 、 中 央 公 2019 推 進 室 と オー プン シテ ィ 推 進 室 で 勤務 。 
論 新 社 ) 、『 政 権 交代 と 政党 政治 』 (2013 年 、 中 央 エミ リー・ fs SI 
公論 新 社 ) 、『「 災 後 」 の 文明 』 (2014 年 、 阪 急 コ に ・ 市 職員 向け の 英語 指導 や Facebook 等 を 通じ た : 
きら ンコ ンズ ) な ど 多 数 フ \ ブ ムズ 氏 | 外 へ の 情報 発信 、 外 国人 来訪 者 へ の 対応 等 の 活動 を 
引当 _ 8 パネ リス ト 行っ て いる 。 
| 一 _- 
| いわ て 岩 災 ッ ン で 月 | 
| 津波 アー カイ ブ 2 41 所 
G 圭 手 か ら 杯 来 へ つ な く 記憶 と 教 届 | T0KY02020 
岩手 県 知事 | 応援 プロ グラ ム 
? 達 増 拓也 | 


お 申込 み 方 法 
E-mail で の 申込 


件 名 を 「 第 1 回 いわ て 復興 未来 塾 ]」 と し て 、 下 記 の 必要 事項 を ご 記入 の 上 、 申 込み く 


だ さい 。 


量 氏 名 (ふり が な ) 
加 住所 昌 電話 番号 
箇 メー ル ア ド レス 里 交流 会 参加 の 有無 


E-mail AJ0001@pref.iwate.jp 


箇所 属 ・ 団 体 名 等 


平成 29 年 度 第 1 回 





下記 の いずれ か の 方 法 で 申込 みく だ さい 。 














申込 期限 プ 6 月 15 日 ( 木 ) 


FAX 又は 郵送 で の 申込 


下記 の 「 参 加 申込 書 」 に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、 申 込み く 
だ さい 。 


※ 郵 送 の 場合 は 締切 日 必着 で お 願い し ます 。 


019-629-6944 











FAX 


いわ て 復興 未来 塾 及 v 交流 会 








交流 会 参加 の 有無 
どちら か に 〇 を つけ て くだ さい 
参加 費 (4,.000 円 ) は 当日 会 場 で お 支払 い 下さ い 。 


【 お 問い 合わ せ 】 い わ て 未来 づく り 機 構 (事务 局 : 岩手 県 復興 局 復興 推進 課 ) 





参加 し な い 


〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 ノ TEL : 019-629-6945 ~ FAX : 019-629-6944 ~ E-mail : AJ0001@pref.iwate.jp 





※ ご 記入 いた だ いた 個人 情報 は 、 個 人 情報 保護 法 に 基づき 、 他 の 用 途 に は 一 切 使用 し ませ ん 。 
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いわ て 未来 づく り 機 構 ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 の 


実績 報告 ・ 活 動 計画 (29.5.29) 


テー マ : 地元 大 学生 及び 首都 圏 大 学生 の 岩手 県 内 就職 の 促進 





座長 : 小野 寺 純 治 担当 機関 : 岩手 大 学 











報告 要旨 

文部 科学 省 の 「 地 ( 知 ) の 拠点 大 学 に よる 地方 創 生 推 進 事 業 (COC+) 」 を 推進 する 「 ふ る さ 
と いわ て 推進 協議 会 」 (会 長 : 岩渕 明 岩 手 大 学長 、35 機 関 参加 ) と 県 内 就業 者 の 拡大 を 図る た 
め 、 若 者 や 女性 の 県 内 就職 、 創 業 支 援 を 推進 する 「 い わ て で 働 こ う 推 進 協議 会 」 (会 長 : 達 } 
拓 了 岩手 県 知事 、24 機 関 参 加 ) と の 役割 分 担 と 相互 連携 を 図る た め に 、 関 係 者 の 相互 乗り 入れ 
に よる 情報 提供 、 情 報 交 換 を 図り 、 首 都 園 か ら の U・I ター ン を 狙い と する 地方 創 生 型 イ ンタ 
ー ン シッ プ に つい て は 、 い わ て で 働 こ う 推 進 協 議会 が 対応 する こと を 確認 し た 。 





























































































































































































































1. 平成 28 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ ト プ ッ ト ) 









































































































































平成 28 年 5 月 19 晶 「 い わ て で 働 こ う 推 進 協議 会 」 と の 連携 に つい て 岩手 県 商工 労働 観 
光 部 雇用 対策 ・ 労 働 室 と 協議 

平成 28 年 6 月 16 日 「 い わ て で 働 こ う 推 進 大 会 」 に お いて 、 座長 が ふる さと いわ て 創造 
プロ ジェ クト を 紹介 

平成 28 年 7 月 1 日 ふる さと いわ て 創造 プロ ジェ クト の ふる さと いわ て 創造 部 会 と 
合同 開催 を 行い 、 情 報 共 有 を 図っ た 

平成 28 年 8 月 23 日 ふる さと いわ て 創造 作業 部 会 を 開催 し 、 地方 劉生 型 イ ンタ ー ン シ 












































ッ プ に つい て は 、 いわ て で 働 こ う 推 進 協議 会 で 対応 する こと を 確認 






































平成 28 年 9 月 5 日 ふる さと いわ て 創造 部 会 を 開催 し 、 学 生 の 地域 定着 と 雇用 創出 に 
平成 28 年 11 月 2 つい て 協議 

平成 29 年 1 月 24 晶 
平成 29 年 2 月 21 日 

































































2. 平成 28 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 





1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 | 首都 圏 学生 が 岩手 で イン ター ンシップ し て いる 事例 を 
邊 都 圏 大 学生 の り ・ I ター ン を | 調査 し 、「 地 域 定 に 向け た 『 い わ て の イン ター ン シ ッ 
推進 する た め 、 学 生 の 岩手 を フ | プ 』 勉 強 会 」 を 10 月 13 日 に 開催 し 、 地 域 志向 型 イ ンタ ー 
ィ ー ル ド と する イン ター ン シ ッ | ンシップ 参加 学生 か ら の 報告 を 受け た 。 そ の 結果 、 岩 泉 
プ の 組織 的 展開 に つい て の 課題 | 町 が 実施 し た 「 岩 泉町 で 暮らす と いう こと を 考え る 」 機 
の 抽出 ・ 整 理 及び 対策 の 検討 | 会 と し て の イン ター ンシップ に 高い 関心 が 集まっ た 。 
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(2) 活動 計画 | ふる さと いわ て 創造 協議 会 参加 自治 体 を 訪問 し て 地域 
・ 関 係 機関 の 活動 状況 の 把握 ・ 情 | 志向 型 イ ンタ ー ン シッ プ の 事例 を 紹介 し 、 参 加 自 治 体 が 






















































































報 交 換 (6 月 へ ) | 自ら の 工夫 に より 実施 する こと を 提案 し た 。 
・ 首都 圏 大 学生 の イン ター ン シ ッ | また 、 首 都 圏 大 学 と し て 唯一 ふる さと いわ て 創造 プロ 
プ 受 け 入 れ を コー ディ ネー ト | ジェ クト の 参加 大 学 と な っ て いる 杏林 大 学 と 岩手 を フィ 
し て いる 団体 と の 意見 交換 (8 | - ル レル ド と する フィ ー ル ドス タデ ィ の 可能 性 等 を 協議 し て 
月 ~) | いる 。 長 期 イ ンタ ー ン シッ プ に つい て は 、NPO 法 人 wiz が 
・ 長 期 イ ンタ ー ン シッ プ 受 け 入れ | 実施 し て いる イン ター ンシップ を 首都 圏 大 学 に 紹介 する 
企業 等 と の 意見 交換 (10 月 ~) | と と も に 、 釜 石 市 に お いて 上 唐 丹 漁協 、 釜 石光 フー ズ 、 晶 
立 製 作 所 が 実施 する 長期 イン ター ンシップ に 岩手 大 学 農 
| 学部 の 学生 が 参加 し た 。 
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3. 平成 29 年 度 の 活動 計画 

(1) 目標 ・ 出 すべ き 成 果 

1 学生 と 企業 等 と の 交流 の 場 の 創出 (11 月 19 日 (日 ) ) 

2 イン ター ンシップ を 受け 入れ る コー ディ ネー ター の 研修 及び ネッ トワ ー ク 化 
3 杏林 大 学 と の 連携 活動 強化 



































(2) 活 動 計 画 
ふる さと いわ て 創造 協議 会 及び いわ て で 働 こ う 推 進 協議 会 と の 連携 の 下 に 

1 県 内 企業 や 自治 体 、 民 間 団 体 、 大 学 ・ 学 生 グ ルー プ の 活動 を 一 堂 に 展示 する 「 イ ー ハ トー ブ 
大 交流 会 」 を 開催 し 、 次 代 を 担う 学生 が 岩手 の 様々 な 産業 ・ 社 会 活動 を 知る 場 の 提供 
・4 月 20 日 に 島根 大 学 の 高須 講師 に よる 「 し まね 大 交流 会 」 勉強 会 を 開催 し た 。 

2 地域 志向 型 イ ンタ ー ン シッ プ を 中 心 に 、 岩 手 県 内 の 様々 な 地域 、 企 業 等 を フィ ー ル ド と する 
多様 な イン ター ンシップ を 展開 する た め の 研 修 会 を 行い 、 地 域 コ ー デ ィ ネ ー タ ー の ネッ トワ 
ー ク 化 に つい て の 具体 的 な 検討 

3 岩手 で 女子 学生 の 就職 を 可能 と する た め の 和 勉強 会 の 実施 

4 杏林 大 学生 に よる 岩手 で の フィ ー ル ドス タデ ィ の 実施 及び 岩手 産品 の 首都 園 で の 販売 
・5 月 22 日 に 杏林 大 学 と 今年 度 の 実施 方 策 に つい て 意見 交換 を 行っ た 。 

な どの 事業 を 実施 し て いく 予定 で ある 。 
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いわ て で 働き 、 輝 くだ め に - いわ て の 魅力 再発 見 ! - 


イー ハト ー ブ プ ブ 大 交流 会 “mi 企画 案 ver1 









































次 代 を 担う 若者 に 、 岩手 の 様々 な 産業 ・ 社 会 活動 を 知っ て も ら う た め に 、 県 内 企業 や 自治 体 、 民 間 
団体 、 大 学 ・ 学 生 グ ルー プ 等 の 活動 を 一 堂 に 展示 ・ 紹 介する 、 大 交流 イベ ント を 開催 し ます 。 
広い メイ ン 会 場 に 200 を 超す ブー ス を 設け 、 そ れ ぞ れ の 団体 の 魅力 を プレ ゼン テー ショ ン し て も 
らい ます 。 単なる 活動 紹介 に と ど ま ら ず 、 目 指す も の や 未来 へ の 野望 な ど を 、 社 会 で 活躍 する 先輩 
方 の 言葉 で 、 い わ て の 若者 に 届け て も ら う チャ ンス で す 。 

ふる さと いわ て 創造 協議 会 構成 高等 教育 機関 の 学生 ば か り で な く 、 県 内 の 高校 生 も 招待 し 、 大 学 
生 を 持つ 親 世 代 、 子 育て 世代 の 参加 も 大 歓迎 。 1.000 人 規模 の 若者 が 集まる 、 こ れ ま で に な い 一 大 交 
流 イ ペン ト で す 。 

同時 に 「 若 い 女 性 が いわ て で 暮らし 、 働 く こ と を 考え る フォ ー ラ ム 」 「 地 域 志向 ・ 実 践 型 イ ンタ ー 
ンシップ を 紹介 する フォ ー ラ ム 」 | 若者 の まち づく り ・ 地 域 系 サー クル サミ ッ ト 」 | 自治体 フォ ー ラ 
人 | 「 若 者 の U ター ン 促 進 フ ォ ー ラ ム 」 な ども 開催 し 、 参 加 意 欲 の 創出 と 参加 者 の 関心 領域 の 拡大 に 
も 努め ます 。 


























































































































































































































《Point 1》 
企業 や 自治 体 、 民間 団体 、 大 学 ・ 学 生 グ ルー プ 等 の 活動 を 一 堂 に 展示 ・ 紹 介する 、 大 交流 イベ ント で す ! 


《Point 2》 
出展 団体 の プレ ゼン テー ショ ン を 学生 に 評価 し て も ら う こと で 、 人 在 業 等 の 魅力 発信 力 を 高め ます ! 


《Point 3》 


大 学生 だ け で な く 高 校生 や 中 学生 も 招待 し 、 い わ て の 未来 を 担う つ 若者 へ の 情報 発信 ・ 共 有 の 場 て とし ます ! 


et 


《Point 4》 
多彩 な 同時 開催 フォ ー ラ ム を 用 意 し 、 参 加 意 欲 の 創出 と 参加 者 の 関心 領域 の 拡大 に 努め ます ! 


《Point 5》 
学生 実行 委員 会 を 組織 し 、 和 将来 的 に 学生 主導 の イベ ント に な る よう に 進め ます ! 


《Point 6》 
事前 に 出展 団体 に 学生 が 取材 に 合い 、 イ ンタ ビュ ー 記 事 め 動画 を まとめ る こと で 、 大 交流 会 前 後に も 
出展 団体 に つい て 知る 機会 を 創出 し ます ! 
《Point 7》 
スタ ッ フ と な る 学生 の 活動 は 、 実 行 委員 会 で の イン ター ンシップ と 捉え 、 新 し い 形 の 実践 弄 
イン ター ンシップ ・ プ ログ ラム の 先導 モデ ル と し て 進め ます ! 
2072Z 年 7 7 月 79 日 (日) (予定 ) メイ ン 会 場 : 岩手 大 学 第 一 体育 館 


主催 : ふる さと いわ て 創造 協議 会 
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イー ハト ー ブ 大 交流 会 (仮称 





て 大 学生 ・ 高 校生 と 県 内 企業 ・ 自 治 体 ・NPO・ 大 学 な どの 大 交流 イベ ント ーー 


平成 29 年 11 月 





19 日 (日 ) に 開催 を 計画 し て いる イー ハト ー ブ 大 交流 会 (仮称 ) を 成功 








させ る た め に 、 この 会 に 関わ っ て いた だ く 皆 様 方 の 意識 を 合わ せ 、 高い モチ ベー ショ ン で 実 


行 委員 会 を 組織 す 








に 開催 が 決定 し て 














る こと が で きる よう 、 事 前 勉強 会 を 行い ます 。 








島根 で は 、 す で に 2 回 「 し まね 大 交流 会 」 が 開催 され て お り 、 今 年 度 も 11 月 18 日 ( 土 ) 



































いま す 。 そ こ で 「 し まね 大 交流 会 」 で 実質 的 な 全体 統括 ・ 絵 監督 を され て 














いる 、 島根 大 学 地域 未来 戦略 セン ター COC+ 事 業 部 門 長 高須 佳奈 先生 を お 迎え し 、 島根 





で の 様子 や 計画 ・ 


日 時 


人 
会 場 








《 プ ログ ラム 》» 
10 : 00 
10 : 05 


10 : 45 
11 : 00 
11 : 50 








準備 の 際 に 工夫 され た 点 、 苦 労 さ れ た こと な ど を ご 紹介 いた だ きま す 。 











平成 29 年 4 月 20 日 ( 木 ) 10 時 て 12 時 
岩手 大 学 図書 館 2 階 生涯 学習 ・ 多 目的 学習 室 






































趣旨 説明 パネ リス ト 集合 
講演 「 し まね 大 交流 会 」 に つい て 
講師 島根 大 学 地域 未来 戦略 セン ター COO+ 事 業 部 門 長 


高須 佳奈 氏 






























































ヒマ 


買 任 
イー ハト ー ブ 大 交流 会 (仮称 ) に 向け た ディ スカ ッ シ ョ ン 
終了 予定 


























島根 大 学 地域 未来 戦略 セン ター 
C0C+ 事 业 部门 长 
講師 


高須 佳奈 氏 


【 参 考 資料 】 


ー ト 


< 


し まね 大 交流 会 

し まね COC+ の キッ クオ フ と し て 2015 年 12 月 12 日 に 第 1 回 目 を 開催 。 今 回 は 2 回 

目 の 開 催 

経費 は 500 万 円 で 全額 COC+ 補 助 金 を 充当 。 出 展 者 か ら の 負担 金 等 は 徴収 し て いな い 。 

展示 小間 は 228 小間 (企業 119、 大 学 等 71、 国 ・ 自 治 体 17、 公 益 法 人 ・NPO 等 21) 

進行 は 、 学生 等 参加 者 が 最初 に 各 ブ ー ス を 自由 に 訪問 。 そ の 後 、 出展 者 が 各 ブ ー ス の 前 
5 分 間 の プレ ゼン を 3 回 実施 (最初 は 南北 2 つ に 分 け 、 2 回 ずつ 実施 。 その後 全体 で 

0 な お 、 別 セッ ショ ン と し て イン ター シッ プ 前 準備 モミ ナー 

学生 の 参加 は 650 人 で 、 地 域 に 関す る 課目 履修 生 を 、 担 当 教 員 を 通じ て 動員 

学生 の 滞在 時 間 を 確保 むす る た め 、 学生 に 面談 シー ト を 記入 させ た り 、 学 生か ら 出 展 者 へ 

の レス ポン スカ ー ド を 記入 させ 、 抽 選 で 商品 を 提供 し た りな ど 、 細 か な 演出 











v 大 学 の 小間 に つい て も $、 大 学院 生 、 大 学生 に 説明 させ る こと を 奨励 。 
" 今年 は 高校 生 に も 案内 し 、 参加 を 得 て い る (数 十 人 規模 ) が 、 来年 度 は より 働き か け 賭 
け を 強め る こと と し て いる 。 
【 視 察 者 の 感想 】 
(1 ) ブー ス の 開設 
・ 島 根 大 学 主催 の 交流 会 な の か 、 島 根 (大 交流 会 ) な の か 位 に 大 学 が 頑張 っ て いる 印象 
・ 企 業 に は 「200 社 程度 に 絞っ て 参加 を 促す ] と いう 危機 感 を 刺激 する 案内 方 法 
・ 企 業 の 財務 内 容 も 把握 し た 上 で の 案内 で 学生 側 の リス ク ゃ 回 避 す る 姿勢 
・ 大 学内 の 教授 達 へ は 、「 知 られ て な ん ぼ の 研 究 じ ゃ な いで すか 」 と いう アプ ロー チ 
・「 大 学生 に よる 説明 ] と いう 分 か りや すさ と 親しみ 易 さ 
・ プ レ ゼ ン で は 5 分 ご と に 下 ラ が 鳴る 、 進 行 
・ リ クル ー ト ・ キ ャ リア の 社員 ? が 、 企 業 の 参加 を 促進 する 側面 援助 が 奏功 
(2 ) 多面 的 な 価値 
・ 企 業 側 に と っ て は サバ イ バ ル を 懸け た PR の 場 
・ 自 治 体 に と っ て も 、 連 携 の 一 方 で 他 の 自治 体 と 競争 する 広報 の 場 
・ 大 学生 た ち に と っ て は PBL と チー ム ワ ー ク カ 研 鎖 の 場 
・ 地 域 に と っ て は 、 様 々 な 団体 が 共 創 ・ 交 流す る 場 
・ 大 学 に と っ て は 、 地 域 の 中 心 と し て プレ ゼン ス を 増す 機会 。OB と の 連携 を 深め る 機会 
・ 参 加 者 に と っ て は 、 企 業 も 地域 $、 地 域 課 題 も 知る 機会 
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2 さ が を 創る 交流 会 

[当日 の 調査 

日 時 : 2017 年 2 月 1 日 (水 ) 12:00-16:30 

場所 : 佐賀 大 学 大 学会 館 

・ 大 学会 館 は 2 階 建て の 建物 で 、1 階 に は 学 食 、 生協 が 入っ て いる 。 1.2 階 の 会 場 に 企業 ・ 
NPO・ 自 治 体 等 の ブー ス が 並び 、2 階 の 会 場 入口 前 に 大 学 関係 の 取組 みや 研究 室 紹介 
パネ ル が 並ぶ 。 

・ 第 一 部 13:00-14:30 

・ 第 二 部 15:00-16:30 

・ 抽 選 会 16:30-16:45 

※ 第 一 部 と 第 二 部 の 間 の 30 分 間 で 、 展 示 入 れ 奉 え 。 

・ メ イク アッ プ 講 座 と スー ツ 選 び ワ ー ク ショ ッ プ を 同時 開催 。 

・ 展 示 ブ ー ス で 説明 を 聞く と シー ル を も ら え る 。 第 一 部 、 第 二 部 各 3 枚 ず つ シ ー ル を 集め 
る と 、 最 後 の 抽選 で 景品 が も ら え る 仕組 み 。 

・ 昨 年 11 月 に 計画 し た も の の 、 他 の 大 学 が 入試 中 、 佐 賀 大 学 の 試験 前 と いう こと で 、 取 
り やめよ うか と も 思っ た けれ ど 、 ま あと に か く 一 度 や っ て みて 反省 点 を 出し 合う の も 
いい だ ろう と いう こと で 強行 開催 

・ 来 年 度 は 10 月 か 11 月 に や り た いと 思っ て いて 、 県 を 巻き 込ん で 施設 を 安く 借り て 実 
施し た いと は 考え て いる 。 た だ 、 県 も 市 も 決し て 前 向き 、 協 力 的 で は な い の が 正直 な と 
ころ 。 

・ あ まり 困っ て いな いっ て こと と で すか ? と 聞く と 、 放 っ て お いて も UI ター ン が 多い の 
で 、 ま あ そ れ で いい か っ て 感じ に な っ て いる 。 一 度 外 に 出 て 、 や っ ぱり 暮らし や すい か 
ら 帰 っ て きた いと な る 若い 人 も 多い が 、 仕 事 は な い 。 む し ろ そ ちら が 問題 、 と 言う 。 

[事後 の 意見 交換 〕 

・ 参 加 企 業 数 : 74 社 学内 展示 : 4 

・ 参 加 学生 : 350 人 


・ 全 体 ス ケ ジ ュ ー ル 














2016.11.21 開催 決定 
会 場 、 レ イア ウト 、 企 業 へ の 参加 案内 、 学 生 動員 案 作成 
参加 案内 送付 開始 

2016.12.1 参加 企業 廻り (景品 依頼 ) 

2017.1.10 企画 の 詳細 作成 
具体 的 な 準備 作業 

2017.1.30 協力 全 ス タッ フ と の 打合せ 























・ 時 期 的 な 問題 その 他 か ら 、 今 回 は 佐賀 大 学 単独 の 開催 と し た 。 2 ヶ月 少し の 準備 期間 で 、 
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大 欄 だ け 決め て あと は 走り な が ら 決 め て 行っ た 感じ 。 スタッフ は 推進 セン ター に いる 5 
名 が 中 心 と な り 、 メ イン スタ ッ フ が 10 名 。 その他 関 連 部 署 か ら サ ポー トス タッ フ が 約 
20 名 。 

・ 中 心 と な る スタ ッ フ が 全員 同じ 部 屋 で 執務 し て いる こと が 良かっ た と 思う 。 ホ ワイ ト ボ 

ー ド に スケ ジュ ー ル と 必要 業務 を 全て 書き だ し 、 足 りな いこ と と に 気付 いた ら す ぐに 書 

き 足 し 、 終わ っ た ら 線 を 引く 形 に し 、 す べ て が 見 える よう に し た 。 ス タッ フ の ベク トル 

が そろ っ て いる こと が 大 切 。 

・ 企 業 は 卒業 生 の 就職 実績 や 海外 留学 で 連携 し て いる 企業 な どか ら 洗 い 出 し 、 最 初 40 社 

と 考え た が 、 全学 年 ・ 全 学部 対象 と 考え る と 次 第 に 増え て いき 、 当初 2 階 だ け の 展示 で 

考え た が 収まら ず 、 1 部 2 部 、 入 替 制 と せ ざ る を 得 な か っ た 。 

・ 学 生 集め の アイ デア は 、 ス タッ フ で アイ デア フラ ッシュ を や り 、 メ イク アッ プ 講 座 、 ス 

ー ツ 選び で 学生 を 集め る こと に し た が 、 ま だ 足り な いと 考え 、 も の で 釣る こと に し 、 シ 

ー ル ラリ ー に よる 抽選 会 を 計画 。 

・ 予 算 パ が な か っ た た め 、 す べ て 手作り 。 カ ー ド へ の 穴あけ や 糸 通 し は 、 学 長 ・ 副 学長 に も 

や っ て も ゃ もら っ た (意外 と 嫌がら ず に 楽し げに や っ て くれ た )。 一 意識 の 共有 に 役立っ 

た:% 

・ 水 曜日 の 午後 は 、 会 議 日 の た め に も と も と ほとん ど 授 業 が な いた め 、 こ こ を 狙っ た 。 主 

な 関係 教員 が 担当 する 授業 で 参加 を 促し 、 多 く の 授 業 で チラ シ 配 布 ・3 分 間 説明 な ど を 

実施 。 

・ 参 加 大 学 や 自治 体 な ども ゃ 見 に 来 て くれ 、 こ れ ま で 就職 説明 会 な ど で も 学生 で ご っ た 返す 
よう な こと が な か っ た た る め 、 皆 和 敬い た よう で あっ た 。 佐賀 県 労働 部 の 副 部 長 が 来 て くれ 
た の で 、 次 は 出展 者 で は な く 主 催 者 と し て 参加 する よう 要請 。 すぐ に 来年 度 の 企画 の キ 
ッ ク オ フ を し た い 。 

・NHK が 前 日 テロ ッ プ を 流し て PR し て くれ る と 連絡 が あっ た た め 「 就 職 の し の 字 も る 使 
うな ! | と お 願い 。 と に か く 知 っ て も ら う こと か ら 始 め た か っ た 。 
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大 学 正門 か ら 正門 付近 の 立 看 板 





= Bt 


1 階 展示 の 様子 1 階 展示 の 様子 





抽選 で 当たる 景品 ジー ンク の 2 


2 階 展示 会 場 手前 に は 大 学 関連 の 紹介 パネ ル 





会 場 出口 に 評価 シー ル 





いわ て 未来 づく り 機 構 イノ ベー ショ ン 推 進 作業 部 会 の 
実績 報告 ・ 活 動 計画 (29.5.29) 


テー マ : 岩手 型 イ ノ ベ ー シ ョ ン の 推進 に 向け て 
座長 : 佐々 木 淳 











担当 機関 : 科学 ILC 推 進 室 
報告 要旨 
平成 28 年 度 の 産業 復興 部 会 の 報告 




















を 受け 、 平 成 29 年 度 か ら 、 本 県 の 研究 機関 等 の 持 
つ ポ テン シャ ル を 生か し て イノ ベー ショ ン 創 出 に 向け た 取組 を 強化 する た め 、 「 イ ノ 
ベー ショ ン 作 業 部 会 」 を 設置 し 、 継 続 的 に 新た な 価値 を 生み 続け る イノ ベー ショ ン が 
創出 され る 環境 整備 の 検討 を 進め る 。 












































. 平成 28 年 度 の 作業 部 会 開催 実績 と 検討 内 容 等 (アウ トブ プッ ト ) 












2. 平成 28 年 度 の 活動 に 係る 成果 と 課題 等 の 評価 (アウ トカ ム ) 
平成 28 年 度 事業 実績 ・ 成 果 ・ 課 是 











(1) 目 標 ・ 出 すぐ き 成 果 レレ ウーーー 


平成 29 年 度 は 、 イ ノ ベ ー シ ョ ン に 必要 な 関係 機関 の ポテ ン シ ャ ル 分 析 を 行 う 。 
具体 的 に は 、 関 係 機関 等 の 新規 研究 開発 の 動向 や コー ディ ネー ト 機 能 等 の 調査 を 
実施 。 ま た 、 次 年 度 以降 は 、 以 下 の 検討 も 進め る 。 

・ 新 し い 県 民 計画 に 資す る イノ ベー ショ ン の 方 向 性 の 検討 

・ イ ノ ベ ー シ ョ ン を 推進 する メイ カー ムー ブ メ ント 等 プロ セス 革新 や 大 型 プ ロジ 
ェクト の 創出 、 導 入 な ど 必 要 な 取組 の 検討 

(2 ) 活動 計画 

当 室 が 所 管 す る 「 岩 手 
・ 平 成 29 年 6 月 14 日 : 
・ 平成 29 年 9 月 頃 : 




































































県 イノ ベー ショ ン 創 ! 











推進 会 議 」 と 連携 し 、 検 討 を 行う 。 
第 1 回 会 議 (イノ ベー ショ ン 創 出 推進 会 議 と 同時 開催 ) 
第 2 回 会 議 (イノ ベー ショ ン 創 出 推進 会 議 ・WG 会 議 と 
同時 開催 ) 

第 3 回 会 議 (イノ ベー ショ ン 創 ! 



































・ 平 成 30 年 3 月 上 旬 : 























推進 会 議 と 同時 開催 ) 
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平成 29 年 度 の 県 民 運 動 に か か る 役割 分 担 ( 案 ) に つい て 


いわ て 未来 づく り 機 構 会 則 第 7 の 3 (4) に より 、 平 成 
29 年 度 の 県 民 運 動 ( 案 ) に つい て 、 次 の 通り 承認 を 求め る 。 


平成 29 年 6 月 19 日 


いわ て 未来 づく り 機 構 が 平成 29 年 度 に 取り 組む 県 民 運 動 





1 1 LC の 実現 に 向け た 取組 






_ 目标 








目指 す 姿 (最終 目標 ) H29 年 度 機構 の 取組 目標 
男 |LC の 実現 | 画 ILC の 意義 の 浸透 と 国 の 請 致 表明 へ の 働き か け 
画 ||C を 核 と し た 国際 学術 研究 都市 の 形成 「 画 外国 人 研究 者 等 の 受入 環境 整備 了 
エー ピー : 画 加速 器 関連 産業 の 集積 





OR RA NE 
= A A 4 全 > 

3 + Ft せ 9 条 7 2 MA 
8 用 1 人 


《 


| 画 ILC の 早期 実現 に 資す る 調査 研究 の 実施 





役割 分 担 








産 学 県 
経済 商工 団体 に よる 誘致 活動 ILC 関 連 の 調査 研究 ILC 実 現に 向け た 県 内 で の 取組 推進 
介 岩手 県 ILC 推 進 協議 会 の 運営 人 @ 全学 を 挙げ た ILC 推 進 の 取組 の 実施 介 外国 人 研究 者 等 の 受入 環境 整備 
人 国内 外 へ の 情報 発信 人 調査 研究 の 実施 介 加速 器 関連 産業 の 振興 
者 等 の 受入 態勢 の 整備 @ 学 生 等 に よる 普及 嘱 発 活動 へ の ボラ ンティア | 豊 東北 全体 が 連携 し た 国 等 に 対す る 要望 
参加 勧奨 活動 の 実施 
Sl 普及 啓発 の 積極 展開 


@ILC に お 画 ・ 貢 献 する 、 地域 に お ける 国際 化 に | @ 普 及 营 辣 活动 
必要 な 人 材 の 育成 @ 岩手 ILC 連 携 室 に よる 活動 の 実施 














2 いわ て 花巻 空港 へ の 国際 定期 便 の 就航 に 向け た 取組 





目指 す 人 次 (最終 目標 ) 





画定 期 便 の 就航 
图 和 经济. 文化 等 交流 促进 











目标 


H29 年 度 機構 の 取組 目標 





| 画 海 外 市 場 へ の 展開 


| 画 台湾 チャ ー タ ー 便 の 運航 拡大 
; 画 香 港 チ ャ ー タ ー 便 の 運航 





役割 分 担 





経済 ミッ ショ ン や 企業 の 海外 事業 の 展 

開 

経済 ミッ ショ ン 、 研修 等 で の 積極 的 な 
交流 

eJETRO な ど を 通じ た ビジ ネス 交流 の 
発掘 ・ 育 成 








研究 を 通じ た 相互 交流 の 推進 
人 研究 活動 に お ける 積極 的 な 交流 拡大 





3 県 
外国 人 旅行 者 受入 体制 の 整備 学生 等 に よる 相互 交流 の 推進 航空 会 社 及び 旅行 会 社 の 誘致 活動 
@ 施 設 標 識 等 の 多 言 語 化 0 留学 生 の 受入 、 交流 の 拡大 ・ 促 進 人 運航 支援 及び 商品 造成 支援 等 
人 @ 外 国人 旅行 者 の 宿泊 環境 等 の 整備 学生 、 教員 、 職 員 に 対す る 利用 勧奨 人 知事 の トッ プ セ ー ル ス 


イン バウ ンド ・ ア ウト バウ ンド の 拡大 に 向け 
た 環境 整備 
人 現地 観光 PR 等 本 県 の 認知 度 向上 の 
取組 推進 等 
介 パス ポー ト 取 得 支援 、 各種 媒体 に よる 
PR 等 


東 ア ジア 、 欧州 へ の 輸出 戦略 展開 
人 @ 中 国 雲 南 省 と の 交流 の 促進 





3 世界 遺産 を 活用 し た 地域 振興 の 取組 
目标 














目指 す 姿 (最終 目標 ) H29 年 度 機構 の 取組 目標 
園 世界 遺産 の 価値 ・ 理 念 の 理解 増進 と 稀 来世 代 へ の 継承 ! 画 世界 遺産 の 価値 ・ 理 念 の 発信 と 理解 増進 
画 世 界 遺 産 を 活用 し た 地域 振興 | 画 拡張 登録 ・ 新 規 登録 に 向け た 活動 の 強化 


| 男 複 数 の 世界 遺産 を 活用 し た 県 内 外 ・ 海 外 か ら の 観光 誘 容 の 促進 





「 柳 之 御所 遺跡 」 ” ” 「 竹 野 鉄 角山 』 「 御 所 野 遺 中 


役割 分 担 





产 学 県 

世界 遺産 を 活用 し た 経済 ・ 地 域 の 活性 | 価値 ・ 理 念 の 理解 増進 と 人 材 育成 保存 管理 、 拡張 登録 ・ 新 規 登 録 の 実施 

化 @ 公 開講 座 等 の 開催 @ 平泉 文 化 の 研究 

@ 機 関内 ・ 社 内 講座 等 の 開催 @ 小 中 学生 を 対象 と し た 世界 遺産 に 関す る 授業 | 人 文化 財 の 保護 、 保 存 管理 ・ 修 復 整備 支援 

@ 視 察 ・ 研 修 の 実施 の 実施 @ 拡張 登録 ・ 新 規 登 録 に 向け た 取組 の 実施 

@ 社 員 等 に よる 、 イベ ント 活動 へ の 参加 ・ 協 | 人 @ 世 界 遺 産 教育 を 目的 と し た 授業 科目 の 開講 

カ @ 地 域 の 課題 解決 を 担う 人 材 の 育成 We 

@ 観光 ・ 旅 行商 品 の 造成 ap = 
@ 旅行 ニー ズ の 多様 化 に 対応 する モデ ル 商 

学術 研究 の 推進 品 化 の 支援 
来訪 者 の お も て な し @ 調 査 研究 の 実施 @ 国内 外 に 向け た 情報 発信 
SUR AL 6 @ 拡 張 登録 ・ 新 規 登 録 に 向け た 取組 の 支援 ・ 協 力 
| 


6 観光 コー ディ ネー ター 設置 に よる コー ディ 
ネー ト 














4 ラク ビー ワー ルド カッ プ 2019VW 釜 石 開催 に 向け た 取組 





目标 
目指 す 姿 (最終 目標 ) ! H29 年 度 機構 の 取組 目標 
男 ラ グ ビ ピー ワー ルド カッ プ 2019M 姜 石 開催 の 成功 | 圏 各種 イベ ント 、 広 報 媒体 等 を 活用 し た 機運 の 醸成 


画 復 興 支 援 へ の 感謝 と 復興 の 次 の 国内 外 へ の 発信 : 画 大 会 開催 に 向け た イン フラ 等 の 整備 
Tr] = 


WORLD CUP 
JAPAN = 2019 





| 画 観客 等 を 迎え る た め の お も て な し 体制 の 整備 





し 
岩手 办. 著 石 市 


役割 分 担 





産 ヒコ 県 
大 会 を 契機 と し た 経済 ・ 地 域 の 活性 化 | ボラ ンティア 等 で の 学生 の 参画 ラグ ビー ワー ルド カッ プ 2019T 壮 石 開催 
@ 大 会 を 契機 と し て 拡大 が 見 込ま れる 国内 | 学生 (留学 生 含む ) ボ ラン ティ ア ( 通訳 ・ 案 内 等 ) | に 向け た 準備 
外 旅行 者 を ター ゲッ ト と し た 新 商品 ・ サ ー ビ | の 募集 に 係る 協力 @ 交 通 輸送 、 フ ァ ン ゾー ン 運 営 等 に 係る 計画 
ス の 開発 促進 策定 
県 民 に > ; @ 釜石 鵜 住居 復興 スタ ジア ム ( 仮称 の 整備 
人 大 会 に 関連 する 各種 調査 ・ 研 究 の 実施 支援 
@ 大 会 の 成功 と 大 会 後 の レ ガ シ ー を 見 据え た 調 ン フ ラ 

来訪 者 の お も て な し 査 ・ 研 究 の 実施 る イン フラ 等 の 整備 
@ 観 容 等 の 交通 輸送 体系 整備 へ の 協力 の 

从 Em 天 
観客 等 の 宿泊 施設 の 確保 へ の 協力 9 各種 広報 媒体 ・ ツ ソール 等 を 活用 し た 県 民 の 

機運 醸成 の 推進 














参考 2 


東北 未来 創造 イニ シア ティ ブ の 後継 事業 に つい て ( 案 ) 


【 目 的 】 
官民 一 体 で 持続 的 な 三陸 沿岸 地域 の 産業 振興 を 図る た め 、 地 域 の リー ダー 的 人 材 の 育成 
の 取組 を 推進 する 。 











【 対 象 】 
地場 企業 の 若手 経営 人 材 、 幹 部 候補 と な る 若手 社員 、 事 業 承 継 者 、 個 店 経営 者 、 商 店 
街 等 の リー ダー、NPO 法人 、 起 業者 等 






































【 実 施 体制 】 ※ 今 後 調整 








(1) 実施 主体 

県 、 い わ て 産業 振興 セン ター、 さ ん りく 基金 
(2) 事务 局 

いわ て 産業 振興 セン ター 
(3) 協力 組織 





市 町 村 、 商 工 団 体 、 東 京 オ リン ピッ ク ・ パ ラリ ン ピ ッ ク 等 経済 界 協議 会 等 





【 実 施 内 容 】※ 今 後 調 整 
(1) 対象 地域 

沿岸 市 町 村 全 域 (大 船渡 ・ 陸 前 高田 地区 、 釜 石 地区 、 宮 
ち 1 箇所 に 集まっ て 実施 する 。) 

(2) 参加 者 募集 
関係 機関 と 連携 し 、 地元 企業 、 団体 等 に 周知 し 参加 者 を 募集 する (1 0 名 程度 ) 

(3) 開講 式 ・ 基 調 講演 (8 一 9 月 ) 
開講 式 に 際 し て 、 基 調 講演 を 行い 、 参 加 者 の 意識 醸成 を 図る 。 

(4) 講座 の 運営 (9 ~ 1 月 ) 

民間 企業 と 協 働 し な が ら 、 実 践 的 な 講義 を 実施 。 

















地区 、 人 久慈 地区 の 


Wr 








TH 


































































































时 期 等 セッ ショ ン ( 仮 ) 講師 企業 
9 月 (1 泊 2 日 ) | リー ダー シッ プ (一 社 ) 岩手 経済 同友 会 、 
10 月 (1 泊 2 日 ) | 事業 戦略 の 思考 法 東京 オリ ン ピ ッ ク ・ パ ラリ 
11 月 (1 泊 2 日 ) | マー ケティング の 思考 法 ン ピ ッ ク 経 済 団体 協議 会 の 
12 月 (1 泊 2 日 ) | 財務 ・ 会 計 の 基礎 構成 企業 等 
1 月 (1 泊 2 日 ) | 事業 構想 案 の 中 間 発 表 























※ 振 興 局 、 市 町 村 、 商 工 団体 、 卒 塾生 等 に よる 伴走 的 支援 を 想定 。 
(5) 成果 発表 会 ・ 卒 塾 式 (2 月) 
一 般 住民 公開 の うえ 、 成 果 発 表 会 を 行う 。 そ の 後 卒 塾 式 を 行 う 。 

















問い 合わ せ 先 : 県 商工 労働 観光 部 商工 企画 室 




















加藤 、 鈴 木 (TEL019-629-5558) 


いわ て 未来 づく り 機 構 平成 29 年 度 総会 第 2 部 講演 資料 


講演 「 地 方 創 生 の 現状 と 今後 」 
講師 東京 大 学 大 学院 法学 政治 学研 究 科 教授 金井 利之 氏 









































































































































口 主 な 経歴 
1967 年 群馬 県 桐生 市 生ま れ 
1989 年 東京 大 学 法学 部 卒業 
1989 年 東京 大 学 法学 部 助手 
1992 年 東京 都立 大 学 法学 部 助教 授 
1994 年 ~96 年 オラ ンダ 国立 ライ デン 大 学 社会 科学 部 客員 研究 員 
2002 年 東京 大 学 大 学院 法学 政治 学研 究 科 助 教授 
2006 年 東京 大 学 大 学院 法学 政治 学研 究 科 教 授 
口 関心 分 野 
自治 制度 、 自 治 体 行 政 、 法 務 管 理 、 財 務 管 理 、 事 人 
































理 、 自 治 体 ・ 住 民 関 係 
計画 











オラ ンダ 行政 全 般 、 公務 員 制 度 、 会 計 検査 制度 、 空 層 














口 主要 著書 

『 財 政調 整 の 般 理 論 』 東京 大 学 出版 会 (1999 年 ) 
「 自 治 制度 』 東京 大 学 出版 会 (2007 年 ) 
「 ホ ー ン ブッ ク 地 方 自治 』 北 樹 出版 (2007 年 共著 ) 
『 分 権 改革 の 動態 』 東 京 大 学 出版 会 (2008 年 共編 著 ) 
「 実 践 自治 体 行 政 学 』 第 一 法規 (2010 年 ) 
「 地 方 創 生 の 正体 一 な ぜ 地 域 政策 は 失敗 る の か 』 ちく 























































































































ト 














了 下 








白書 (2015 年 共著 ) 


a 








いわ て 未来 づく り 機 構 


総会 第 2 部 


は じ め に 





「 地 方 劉生 」 と は 、 政 
政局 巧者 で ある 第 2 次 安倍 政権 に 





2017 自 








F 6 























] 19 日 (月 ) 
15:30 て 16:30 











会 場 : エス ポワール いわ て 


盛岡 市 


「 地 方 創 生 」 の 現状 と 今後 





















































勿論 、 


し か し 、 政 権 が 政治 ・ 政 
































で 




















「 真 面 
真 の 地方 創 2 














1. 地域 振興 の 見 果て め ぬ 夢 
(1) 戦後 体制 の 地域 開発 
① 自 治 体 か ら の 集権 化 要 望 





地域 住民 の 福利 厚 























戦後 民主 化 

















・ 分 権化 三 知 事 住 








知事 ・ 
































自治 体 は 、 


よる 








議員 な ど 政 治 家 は 、 地 域 活性 1 








真 の 意味 で の 地方 久生 に は 全く 寄与 し な い 

局 的 に 持続 する 限り 、 自 
」 に 対応 し て いる パフ ォ ー マ ンス (演技 ・ 業 績 ) を 見 せ ざ る を 得 な い 
E に 向け た 活動 を 阻害 する 時 間 の 空 費 


印象 操作 と し て 「 成 功 」 し 、 政 # 


局 ・ 選 挙 を 上 曲 ん だ 政治 的 パフ ォ ー マ ンス 
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浮揚 に 貢献 























治 体 な どの 関係 者 





一 ~ 


















































E を 考え る と 、 資 本 主義 経済 の も と で は 、 地 域 経済 活 ] 
民 公選 化 に よっ て 、 都 道府県 は 各地 域 の 活 ] 


し は 不要 だ と 言っ た ら 、 














地域 活性 化 の た め に 正 














の 支援 を 求め る = 陳情 ・ 























中 央 直結 




















つ 自 治 体 ・ 地 域 住 民 が 下 か ら 求 め る 集権 化 が 起き る メカ ニズム 








② 国 政 の 受容 


国政 か ら 言 えば 、 地 方 (地元 ) 利 益 誘 導 ・ 選 挙 地盤 漁 養 
クラ イエ ン テ リ ズム ( 恩 顧 主義 ) : 








・ 連 携 政 治 




















パト ロン (親分 ) ニ クラ イエ ント ( 子 分 ) の 忠誠 ・ 底 護 の 取引 


国 と し て は 、 全 て の 地域 に 支援 を する 理 
今 の 言葉 で 言え ば 「 選 択 と 集中 」 
出 的 ， 专门 的 雁 





経済 的 ・ 官 僚 1 
こう し た 選別 主義 に 対し て 、「 国 
それ を 行う の が 、 戦 後 体 | 












































骨 に お ける 政治 的 合理 司 


























合理 性 
の 均衡 ある 発展 」 の 平等 主義 の 主張 














E 三 集権 的 平等 主義 





1 


は 、 政 権 を 付 度 し 








作 化 が 不可 欠 
性 化 を 求め る 
落選 し や すく な る 


は な く 、 む し ろ 、 重 点 化 指向 も ある 








































































































































































































































































































国政 関係 者 に こ う し た 受容 を させ る の が 、 自 治 体 か ら の 横並び 競争 的 な 突き 上 げ 
【 表 地域 開発 の 類型 】 
国 と 自治 体 の 関係 
集権 分 権 
地域 開発 の 指向 性 選別 主義 国 よ る 重点 化 自治 体 抜け 駆け 競 
平等 主義 国 に よる 均 害 化 自治 体 横並び 競 
⑨③ 付 度 メ カニ ズム 
自治 体 か ら は 国 に 受容 し て 貰う よう に 、 国 の 意向 に 添う よう な 案件 を 要望 する し か な い 
三 付 度 メ カニ ズム 
自発 的 に 自治 体側 は 国 が 喜ぶ 提案 を する ( 術 愛 を 求め る 抜け 駆け 競争 ) 
国 は 自治 体側 か ら の 要望 に 答え る と いう 形 で 、 実 は 自分 が 喜ぶ 内 容 を 実現 する 
こと を 正当 化し 、 責 任 転嫁 する 
(民間 企業 と 国 の 関係 で も 同じ ) 


国 が 喜ん で 採択 する 内 容 を 付 度 し て 事業 採択 され れ ば 、 地 域 活性 化 


一 全 














理 














区 立つ も の か ? 


二 











E く その 保証 は な いと ころ が 











H 治 体 の 悩み 

















1) 国 の 官僚 ・ 職 業 政治 家 は 、 基 本 的 に 市 場 経済 に 不向き な 人 材 の 宝庫 


2) 企業 経 
政治 家 











例 


3) 経営 者 が 政治 行政 業 (審議 会 委 B 





E 営 者 出身 の 政治 家 け 
に な ら な いで 、 自 分 の 会 社 を 経営 し て いた 方 


山河 本 敏夫 

















臣 ・ 

















自 相 ) な ら ば 地域 開発 は で きる ? 
が 社会 の た め に よい 

















、 企 業 経営 者 と し て 成果 を 上 げ て か ら で は 、 政 治 家 と し て 大 成 で きず 
) 渡瀬 美樹 (ワタ ミ )、 ホ 
































例 ) 





日 室 





泰三 








東芝 社 ] 
> 指 


地方 分 権 改革 推 
東京 証券 取引 所 
第 2 次 安倍 政権 


政治 























・ 会 長 つ 国策 





长) 
「 る 


* リ エモ ン 、 松 田 公太 (タリ ー ズ 
に 精力 を 使う と 社 業 を 傾け 








ヨコ た と 


員 等 











こ 沿 っ て コ オ ー ボ ポレ ー ト ・ ガ バナ ンス 改革 を 導入 





る 「 院 政 」) 





を 提 






































攻 忆 就 任 ( 人 事 相 








つ 数 字 に わた る 粉飾 決算 、 
経済 産業 省 の 国策 に 沿っ 
進 会 議 議 


・ 官 僚 が 喜ぶ 行動 を する 以上 、 











名 会 社 設 i 








会 社 、 








指名 委員 会 委員 ] 
本 


























长 




















の も と で 郵政 











事実 上 の 破 % 
た ウェ ステ ィング ハウ ス 買 収 (2006 年 
一 三 位 一 体 改革 











起源 





FE) が 























到 
区 








長 に 政治 任 




















民営 化 委 員 会 委員 長 か ら 日 本 郵政 社 
済 活性 化 に は 役立た な い 























政 商 に な れ ば 、 政 治 行政 業 と 視 




















(2) 地域 開発 は 可能 か 


① 地 域 開発 政策 





E 業 が 一 致す る が 、 経 済 全体 に は マイ ナス 









































や m 


] 語 は 時 代 の 流行 で 変わ る が 中 身 は 同じ 

地域 開発 、 地 域 振 興 、 地 域 活性 化 、 地 域 発 展 、 ふ る さと 創 生 、 回 生 、 
まち づく り ・ む ら づ くり ・ し まお こし 、 元 気 

地域 再生 、 地 方 創 生 、 活 躍 、 希 望 、 か が や く ・・・ 

































































地域 開発 は 政策 で 可能 な の か 、 と いう 根本 問題 
誘致 論 : 何 か 外 部 か ら 有 望 な 資源 (企業 、 観 光 施設 、 郊 外 型 S じ 、 カ ジノ 、 公 共 施 設 
・ 基 地 ) を 導入 する こと に よっ て 、 地 域 開発 が 可能 で ある と 言う 考え 方 
内 発 的 発展 論 : 国 主導 の プロ ジェ クト は 通常 失敗 し 、 大 き な 負 担 が 地域 に 残る 
地域 資源 を 地域 人 材 が 生か し て 初め て 活性 化 が 可能 に な る 










































































⑫ 市 場 経済 原理 
実際 に は 、 資 本 主義 ・ 市 場 経済 と いう 大 き な 力 学 の 前 に 、 地 域 開発 政策 は 辛酸 を 菅 め る 
経済 は 、 基 本 的 に は 地域 間 の 不 均 衡 発展 
但し 、 あ まり に 不 均衡 ・ 格 差 が 起き る と 、 調 整 メ カニ ズム が 働く こと も ある 
例 ) 大 都市 圏 の 過 徐 一 地価 ・ 物 価 上 昇 、 生 活 環 境 悪 化 つ 地方 圏 の 魅力 が 高まる 
し か し 、 大 都市 圏 の 過 密 が 解消 され れ ば 、 大 都市 圏 の 魅力 が 高まる の で 、 逆 流 
つま り 、 均 衡 発 展 に 至ら な いま ま 、 あ る レベ ル で 格差 是正 は 止ま る 





















































































































































大 都市 園 ~ の 人 口 集 中 は 、 基 本 的 に は 市 場 経済 原理 の 帰結 
地方 圏 で 産業 を 生み 出せ れ ば 地方 圏 に も 人 口 は 留まる それ は 経済 原理 の 許す 範囲 
で は 、 そ うし た 技術 革新 は 誰が で きる の か ? 三 地域 の 企業 家 し か 有り 得 な い 
と ころ が 、 経 済 苦 況 な 地域 ほど 、 自 治 体 部 門 の プレゼ ンス が 高い 
ある い は 、 準 公共 部 門 で ある 公益 事業 ・ 金 融 機関 ・ マ スコ ミ ・ 教 育 ・ 福 祉 介護 ・ 

















A 

























































































医療 ・ 土 建 事業 な ど 
行政 へ の 期待 が な 生じ が ちら で ある が 、 そ れ が 市 場 経済 原理 に 馴染 まな い 
自治 体 職員 は 、 基 本 的 に 市 場 経済 に 不向き な 人 材 の 宝庫 
企業 経営 者 出身 の 首長 な ら ば 地域 開発 は で きる ? 
で きる な ら ば 、 首 長 に な ら な いで 、 自 分 の 会 社 を 経営 し て いた 方 が よい 
例 ) 「 ジ ェ パ ネッ ト た か た 」 の 高田 前 社長 が 佐世保 市 長 に な っ て も 和 無 意 味 




















































































































2. 地域 開発 の 担い 手 

(1) 経済 界 

結局 、 地 域 の 経営 者 ・ 経 済 人 が 、 技 術 革新 を で きる か どう か に か か る 
成功 する か も しれ な いし 、 和 失敗 する か も し れ な い が 、 そ れ は 市 場 経済 原理 
地域 開発 を 実現 で きる か 否 か は 、 ひ と え に 地 域 の 産業 界 の 才覚 と 努力 に よる 









































経営 者 ・ 経 済 人 が 行政 に 特別 取扱 を 求め る よう に な っ た ら 、 ま ず 成 功 し な い 
規制 緩和 は 一 般 的 ・ 公 平 的 に な され る と き に 、 ビ ジネス チャ ンス 
(但し 、 近 視 眼 的 な 発想 で 必要 な 規制 を 破壊 する と 、 地 域 経済 ・ 社 会 は か えっ て 
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マイ ナス に な る ) 
任 営 者 ・ 経 済 人 が 、 教 育 に 期待 する よう に な っ た ら 、 ま ず 成 功 し な い 
傘 済 界 が 政官 界 や 教育 界 に 期待 する の は 、 あ る 意味 で 、 自 己 の 能力 の 限界 を 吐露 
この よう な 状況 で は 地域 開発 は 進ま な い 
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= 




















(②) 政 官界 
社会 経済 基盤 整備 の 状況 に よっ て 、 経 済 的 な 成功 確率 は 変化 する 
自治 体 の 任務 が な いわ け で は な い = テ 基盤 整備 


























・ 物 的 イン フラ 社会 資本 ・ 社 会 基盤 整備 例 ) 道 路 整 備 
し か し 、 基 盤 整 備 は 物 的 イン フラ で は な い 
・ 経 済 イ ン フ ラー 有効 需要 、 格 差 是正 、 住 民 が 消費 で きる 収入 を 持つ こと 
経済 界 が いく ら 生 産 ・ 供 給 に 尽力 し て も 、 消 費 ・ 需 要 が な けれ ば 意味 が な い 
で は 、 和 需要 を 誰が 作れ る の か ? = 所 得 保障 ・ 雇 用 保障 
三 行政 と 労働 界 の 役割 と いう こと 
・ 社 会 イン フラ モ 社 会 関係 資本 三 他 者 に 対す る 信頼 
依 居 最 履 が な い (公平 性 ) と いう 信頼 ・ 期 待 、 誠 実 ・ 努 力 が 報 わ れる 
枯 っ た と き に 助け て 貰え る と いう 信頼 ・ 期 待 三 社会 保障 セー フ テ ィ ネッ ト 
適切 な 法規 制 も 、 こ うし た 社会 イン フラ を 構成 する 


言論 界 ・ 専 門 家 の 役割 











































































































































































































(3) 教育 界 
① 総 論 

教育 機関 は 基本 的 に 経済 才覚 の な い 人 間 の 宝庫 
教育 ・ 研 究 機関 が 、 経 済 的 に 有 能 な 人 材 を 生み 出せ る は ず は な い 
経済 活性 化 の た め に 人 材 が 必要 な の は 当然 で ちる が 、 企 業 が 人 的 資本 投資 する し か な い 
教育 機関 で 人 材 育成 を する の は ムリ ・ ム ダ ・ ム ラ 
企業 が 人 的 資本 に 投資 を し な けれ ば 、 個 人 の 自己 投資 に 過大 な 負担 ・ リ スク 
教育 機関 に 経営 経験 者 な ど ビ ジネス マイ ンド の ある 人 が 就け ば いい ? 
有 能 な 経営 陣 は 経営 に 携わる べき 、 教 育 な ど や っ て いた ら 人 的 資源 の 無駄 
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② 基 礎 教育 
社会 で ある 程度 共通 する 汎用 的 能力 の 育成 
・ 生 活 能 カー 衣食 
人 間 関 係 現実 に は 、 い じ め や 付 度 の 能力 を 育成 し て いる 面 も ある 
・ 基 礎 学力 読み 書き 計算 、 情 報 処理 
但し 、 家 庭 や 地域 で も 不可 能 で は な いし 、 本 人 が 自然 に 身 に 付く も の も ある 






















































































・ 気 力 体力 
それ 以上 の 教育 は 、 地 域 開発 に あま り 期 待 は で き な い 
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・ 教 養 ・ 常 識 すぐ に 役に立つ と か 限 ち ない が 、 思 考 ・ 判 断 を 左右 し うる 
・ 専 門 技能 業種 に よっ て 異な る が 、 科 学 技能 や 法律 は 知っ て いて 損 で は な い 
過大 に 期待 する こと は ムリ ・ ム ダ ・ ム ラ の 温床 と な る ) 









































会 





































































































③ 子 育て 機能 
家庭 ・ 保 護 者 を 子育て 業務 か ら 開 放 、 子 育て の 社会 化 、 居 場所 
つっ その 意味 で は 、 乳 幼児 保育 ・ 幼 児 教 育 、 社 会 的 養護 、 に 拡張 すべ き 
中 等 教育 以上 は 


実は 企業 で も 可能 、 労 働 参 入 年 齢 を 制限 する た め の 高 学歴 化 
実態 は 、 青 年 宿 ・ 青 年 組 























④ 高 齢 者 介護 機能 、 
家庭 や 配偶 者 ・ 親 族 ・ 生 産 年 齢 を 高齢 者 介護 業務 か ら 開 放 
これ は 通常 は 教育 界 の 任務 と は され て こ な か っ た 高齢 者 介護 ・ 医 療 ・ 福 祉 
し か し 、 リ カレ ント 教育 ・ 生 涯 学習 ・ 高 齢 者 介護 予防 教室 、 サ ロン な ど 
「 教 育 」 の 名 目 ・ 形 態 を と っ て 、 高 齢 者 介護 機能 を 担う べき 
その 意味 で 、 高 齢 者 義務 教育 を 導入 すべ き 


































































































3 . 「 死 ぬ 乳 間 」 論 (キュ ー ブ ラ ー テ ロス) と 自治 体 の 反応 
(1) 内 容 
① 概 要 
エリ ザ ベ ス ・ キ ュー ブラ ーー ニー ロス 「『「『 死 ぬ 騰 間 』 中 公文 庫 、2001 年 
末期 患者 200 名 程度 に イン タビ ュー を 行っ た 調査 研究 、 タ ー ミ ナル ケア の 古 』 
死に 行く 過程 を 「 希 望 (hope)」 を 持ち な が ら 「 否 認 」「 怒 り 」「 取 引 」「 抑 質 」「 受 容 」 
の 5 段階 に 分 類 































































































② 5 段階 論 
第 1 段階 「 否 認 (denia1) 」 
「 こ れ は 何 か の 間違い に 違い な い 」「 自 分 に 限っ て そん な こと は 起こ りえ な い 」 
「 特 効 薬 で 治る は ず だ 」 
心理 的 な 自己 防衛 、「 孤 立 (isolation) 」 が 含ま れる こと も ある 
[部 分 的 否认 (partial denial1) 」 が 「 怒 り 」 と 並行 する こと も ある 
第 2 段階 「 怒 り (anger) 」 
「 否 認 」 が 維持 で き な く な る と 、 認 め ざ る を 得 な く な る が 、 納 得 し な いで 「 色 る 」 
「 な ぜ 自 分 が こん な 目 に ?」「 一 体 、 私 の 何 が 悪い の か ! 」 
第 3 段階 「 取 引 (bargaining) 」 

も は や 人 避け られ な い 今 の 現実 を 少し で も 先 延ばし に で き な い も の か と 、 交 渉 す る 段階 
「 何 か 人 々 の 役に立つ よう な こと を する か ら 」「 も う 2 度 と 悪い 行い は し な いか ら 」 
ロス の 調査 に よる と 、「 取 引 」 は 主 に 個人 が 信じ る 「 神 」 と 行わ れる (欧米 だ か ら ?) 
日 本 で も 祈 裕 ・ 霊 感 商 法 ・ 民 間 療 法 な ど は 有り 得る 
第 4 段階 「 抑 鬱 (depression) 」 






































































































































































































































「 神 」 と の 「 取 引 」 が 成立 し な いと 、 
無力 感 、 和 失望 感 、 絶 望 感 、「 部 分 的 悲 
第 5 段階 「 受 容 (acceptance) 」 

分 の 死 を 「 受 容 」、「 解 脱 」、 但 し 、「 希 望 」 は 一 貫 し て 存在 
ゆっ た り と し た 平安 な 気持 ち 、 死 に 向け て 気持 ち が 整 っ た よう な 状態 
予期 的 悲嘆 (preparatory grief)」 が 並行 し て 存在 し うる 

[受容 」 の 後に 、「 デ カセ クシ ス (qdecathexis : 精神 拡散 )」 も 後続 し 得る 


JP 


分 は も う 死 ぬ し か な いと いう 心理 状態 へ 
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(2) 地方 早 逝 へ の 路線 敷設 

当 田 氏 レ ポー ト の 前 の 地域 再生 ・ 地 域 活性 化 三 第 1 段階 ( 合 認 ) 見 て 見 ぬ ふ り 
当 田 氏 レポ ー ト へ の 初期 反応 三 第 2 段階 (怒り ) 「 地 方 は 消滅 し な い 」 

「 地 方 劉生 」 三 第 3 段階 地方 創 生 事業 を する か ら 生 き 残 ら せ て くれ ! 
(自治 体 は 国 ( お 上 ) を 「 神 」 の よう に 崇め 奉っ て 細 る ) 
今後 の シナ リオ 地方 創 生 事業 の 効果 が な いこ と が 判明 三 第 4 段階 

集落 ・ 地 域 ・ 自 治 体 の 順次 消滅 を 諦観 三 第 5 段階 

「 地 方 劉生 」 に 乗る 限り 、 す で に 地方 早 逝 へ の 道 は 敷き 詰め られ て いる 








































































































































































































この よう な 「 死 ぬ 瞬 間 」 路 線 に 乗っ た 「 地 方 劉生 」 の 未 路 は 、「 抑 錦 」「 受 容 」 


つま り 、 地 域 ・ 集 落 ・ 自 治 体 に 消滅 」 を 「 受 容 」 さ せる と いう 「 地 方 創 生 」 の 第 2 
の 「 成 功 」 
































4.「 成 功 事 例 」 の 賞状 
(1) 国 の 少子 化 対策 ・ 人 口 政 策 の 無策 
① 地 方 圏 大 人口 生産 、 東 京 圏 人 口 浪費 
氏 レポ ー ト の 壮 来 予測 か ら 演 旨 で きる 対策 は 、 論 理 的 に は 、3 つ し か な い 
⑦ 地 方 圏 で の 少子 化 対策 地方 圏 が 人 口 を 生み 出し て 、 東 京 圏 に 輩出 する 

= 戦後 人 口 移 動 モデ ル の 再 構築 
⑦ 東 京 圏 で の 少子 化 対策 東京 圏 が 人 口 再生 産 す る こと で 東京 圏 が 経済 持続 可能 

三 地 方 圏 の 衰退 ・ 消 滅 は 、 増 田 氏 レポ ー ト の 関心 外 
外国 移民 の 導入 地方 圏 の 代わ り に 途上 国 が 人 口 を 供出 し 、 東 京 圏 の 成長 を 支え る 


三 地方 圏 の 衰退 ・ 消 滅 は 、 増 田 氏 レポ ー ト の 関心 外 
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② 国 の 無策 
本 当 に 全国 で 少子 化 対 策 を する の で あれ ば 、 若 年 世代 の 地方 移住 は 不要 
当 田 氏 レポ ー ト は 、 論 理 的 に は の また は ② を 採用 し な けれ ば な ら な い 

に も か か わら ず 、 真 の 対策 で ある ⑰⑦ の 無為 無策 を 灯 塗 する た め に 、 増 田 氏 レポ ー ト は 
⑦② を 喧伝 、 そ の た め に 、 地 方 圏 自治 体 の 「 消 滅 可能 性 」 を 煽動 












































































































































(2) 「 地 方 創 生 」 の 目的 
地方 圏 自治 体 B の 衰亡 の 責任 を 、 国 の 無為 無策 で は な く 、 自 治 体 B に 押し 付け る た め 
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数 年 後に 、 衰 亡 自治 体 は 、「 自 分 た ち が 努 力 し な か っ た か ら だ 」 と 見 捨て られ る 危険 
性 が 非常 に 高まっ て いる 
地方 圏 の 衰亡 は 人 口 減少 ・ 地 域 経済 不 均衡 と いう マク ロ 条 件 で 決ま っ て いる 
本 来 は 、 自 治 体 AB CD… の 責任 で は な い 
し か し 、「 成 功 」 自 治 体 ん 人 が 1 つ ン 少数 で も あれ ば 、 自 助 努 力 の 「 実 証 」 に で きる 
「 地 方 久生 」 は 第 4 の 「 成 功 」 が 約束 され て いる 



























































人 口 減少 に よる 地域 消滅 を 地域 に 納得 させ る の が 、「 地 方 劉生 」 と いう 政策 目的 
2 つの 納得 方 法 
めす で に 地域 活性 化 策 に 疲 幣 し て 、 こ れ 以 上 の 挑戦 を し な いと いう 諦 稚 で の 納得 
⑧「 地 方 劉生 」 に 乗っ て 、 地 域 活性 化 ・ 移 住 増加 に 挑戦 し て も 失敗 し た こと で の 納得 
本 当 に 、 こ の 道 し か な い の か ? うう @ 人 口 を 広く 薄く シェ ア す る 「 も う 一 つの 道 」 
どこ に 住ん で も 暮らし て いけ る の で あれ ば 、 人 は 国土 に 広く 散 居 で きる よう に な る 
どこ で 住ん で も 暮らせ る 社会 保障 体制 の 構築 













































































お わり に 
(1) 「 地 方 劉生 」 の 今後 
国 に と っ て は 、「 地 方 劉生 」 は 必ず 「 成 功 」 す る 
① 東 京 圏 の 少子 化 問題 を 、 地 方 に 転嫁 し た 
② 地 域 ・ 集 落 ・ 自 治 体 に 「 消 滅 」 を 「 受 容 」 さ せる こと が 約束 され て いる 
⑧③ 東 京 圏 の 「 お 荷物 」 の 地方 圏 押し つけ が 、 地 方 圏 か ら 歓 迎 さ れる 構図 を 造る 
④ 少 数 で も 「 成 功 」 す る 集落 ・ 地 域 が あめ われ ば 、 そ れ を 賃 替 すれ ば よい 
自治 体 に と っ て は 、「 地 方 蟹 生 」 と は 「 成 功 」 す る と は 限ら な い 






















































































(2) 真 の 地方 創 生 は ? 
この よう な 話 を する と 、「 で は 、 真 の 地方 創 生 に 向け て 、 ど うす れ ば よい の か 」 と 質問 
され る の が 普通 
受験 秀才 の 宿 病 答え が ある は ず 、 と いう 信念 
し か し 、 世 の 中 に は 正答 の な い 問 は た くさ ん ある 
























































(3) 真 の 問題 設定 と 解答 
現代 日 本 の 諸 間 題 へ の 解答 (政策 ) は 「 地 方 久生 」 で は な い 
・ 少 子 化 つ 子育て 費用 の 社会 負担 の 公平 化 
・ 経 済 低迷 つ 需 要 不 足 を 解消 (供給 サイ ド で の 対策 で は 無理 ) = 税 ・ 社 会 保障 の 基盤 確保 
但し 、 バ ブル 的 な 泡 涼 景 気 は 期待 で き な い 、GDP500 兆 円 維持 で 充分 
*GDP500 兆 円 三 1 人 当たり GDP400 万 円 = 1 家 4 人 年 収 1600 万 円 
・ 東 京 一 極 集中 一 是正 は 不可 能 ( 市 場 経済 原理 ) 
上 旦 し 、 税 ・ 社 会 保障 の 基盤 確保 に よっ て 、 地 域 間 公平 化 を 促進 で きる (分 配 問題 ) 
(生産 性 改善 で は 地域 間 格差 は 拡大 する ) 
・ 限 界 集落 ・ 消 滅 問 題 一 分 配 問題 に よる 工夫 は 可能 
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行政 サー ビス は あく まで 人 間 居 住 選択 を 所 与 と し て 受け 止め て 対処 すべ べき 
そこ に 人 が 住む 限り 行政 サー ビス は 行う (行政 の 本 筋 に 立ち 返る ) 
行政 が 人 々 の 居住 の 貼り 付け を 誘導 する こと は で き な い すべ き で な い 














以上 





岩手 県 ふる さと 振興 総合 戦略 の 概要 


総合 戦略 」…・ 岩 手 県 人 口 ビジ ョ ン を 踏ま を 、 ふる さと を 振興 し 、 人口 減少 に 立ち 向かう た め の 基 本 目標 を 定め る と と も に 、 今後 5 年 間 の 主 な 取組 方 向 や 具体 的 な 施策 、 数 値 目標 等 を 下す も の で す 。 


総合 戦略 (平成 27 年 度 - 平 成 31 年 度 の 5 か 年 ) 
画 3 つの 施策 推進 目標 画 総合 戦略 の 展開 (10 の プロ ジェ クト ) 画 主 な 重要 業績 評価 指標 (KPI)(※2) 
ト 
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グル ー プ 創業 支援 及び 若者 創業 活動 支援 に よ 
る 支援 件 数 (累計 ) :75 件 


















































(1) や り が いと 生活 を 支え る 所 得 が 得 ら る 3 こり ・ 此 竹 の 振興 に よる 雇 3 6 8 

れる 仕事 を 創出 し 、 岩 手 へ の 新た な 人 の a 和 光 宿 泊 者 次 ( 延 仿 人数):261.0 万 人 泊 
ふる さと 振興 の 展開 流れ の 創出 を 目指 す 施 策 [H26 249.8 万 人 泊 ] 
人 万 凝 少 あ きこ チ 、 あら め る | 農林 水産 業 振興 プロ ジェ クト 新規 就農 者 数 :260 人 (毎年 度 ) [H26 246 人 ] 
7 全 きこ < さ / を / 学 き や ず さ / に 疲 導 | 9 0 本 人 | ・ 生 産 性 ・ 市 場 性 の 高い 産地 の 形成 、6 次 産業 化 の 推進 農業 産出 額 :2.440 億 円 [H26 2,433 億 円 ] 
a )( の 洲 九 を 池 | a | 地域 を けん 引 す る 経営 体 の 育成 新規 就業 者 の 育成 農林 水産 物 の 輸出 額 :29 億 円 LH26 19 億 円 
THLET | 減 ゼ ロ を 目指 し ます 。 | 

る さと 振興 柱 | | ふる さと 移住 ・ 定 住 促進 プロ ジェ クト 県 外 か ら の 移住 ・ 定 住 者 数 :1 MS 

ふ 興 の 3 つの 会 増減 (年 用 H26 1,107 人 
> i . ・ 全 県 的 な 推進 体制 の 整備 ・ 移 住 情報 の 発信 強化 等 移 住 相 淡 件数 :540 件 
① や り が いと 生活 を 支え る 所 得 が 得 ら れ | | 站 EE EE EE EE | * 談 窓 日 体制 の 強化 を 移住 ・ 交 流体 験 の 推進 












































る 仕事 を 創出 し 、 岩 手 へ の 新た な 人 の 流 



















れ の 創出 を 目指 し ます 。 岩手 で 育て る 放出 会 い 、 結婚 、 妊 娠 ・ 出 産ま る ご と 結婚 サポ ー ト セン ター の 会 員 成 婚 数 :50 組 
- 本 支援 プロ ジェ クト 不妊 治療 に 係る 治療 費 の 延べ 助成 件 数 ( 男 

② 社 会 全体 で 子育て を 支援 し 、 出 生 率 の (2) 社会 全体 で 子育て を 支援 し 、 出 生 率 ,之 二 < \A 傅 hf 各 tt SA 

向上 を 目指 し ます 。 の 向上 を 目指 す 施 人 育て し な が ら 働 きやすい 労働 時 境 の 整備 性 不妊 治療 含む ) :697 件 [H26 632 件 ] 

















・ 出 会 い ・ 結 婚 支 援 の 強化 
・ 妊 娠 ・ 出 産 に 対す る 支援 














③ 話 療 ・ 福 祉 や 文化 、 教 育 な ど 豊 か な ふ < 施策 推進 目標 > 






放課後 児童 クラ ブ の 設置 数 (累計 ) :331 箇 所 






























上 | で ある こと を 基本 と し つつ 、 若 い 世 代 の 就 | ER 保育 を 必要 と する 子ども に 係る 利用 定員 : 
上 労 、 出 会 い 、 結 婚 、 妊 娠 ・ 出 産 、 子 育て の | FN un 31,477 人 [H26 26.425 人 ]〕 
- BT - ・ 子 ども に 対す る 医療 の 充実 子育て 家庭 へ の 支援 
: 实 中 へ の 中 ; i 到 災害 公営 住宅 整備 率 : 100%(H30)LH26 25.8%] 
人 口 の 展望 が 実現 し た 場合 の 岩手 県 の 次 』 | 時 合計 特殊 出生 素 | = na 
Te a ER EO A 体 H26 137 团 体 ] 


























・ 被災 し た 沿岸 地域 の に ぎわ い の あ る まち づく り の 推進 。 三 セク 鉄道 ・ バ ス の 一 人 あたり 年 間 利用 回 数 









































































































































人 口 の 展望 ・ 地 域 づ くり の 担い 手 の 育 成 ・ 新 た な 担い 手 の 確保 19.5 回 [H26 18.3 回 ] 
3 ・ 公 共 交 通 の 利用 促進 ・ 水 と 緑 を 守る 取組 の 推進 

SS っ a 美术 馆 入 馆 者 数 :70,000 人 [H26 44,958 人 】 
的 な 師 勢 の 可 六 座る 遷 曲 に 、 (3) 医療 ・ 福 祉 や 文化 、 教 育 な ど 豊 か な 文化 芸術 ・ ス ポー ツ 振 興 プ ロジ ェクト a 
TNE NE ee ・ 文化 芸術 活動 の 活発 化 と 支援 体制 の 人 宿 等 の 誘致 決定 数 (累計 ):4 - 
旅 し ます 。 域 の 魅力 向上 を 目指 す 施策 ・ ス ポー ツ の 振興 に よる 地域 活性 化 の 促進 

〇 岩手 で 、 子 ども か ら お 年 寄り ま < 施 策 推进 目标 > MM 計 ) :70 団 体 [H26 18 団 体 ) 

で 、 あ ら ゆ る 世代 が 生き 生き と 暮 岩手 に 住み た い 、 働き た い 、 帰 り た いと ・ 若 者 間 の ネッ トワ ー ク 構築 の 促進 

ら す 。 いう 人 々 の 願い に 応え られ る 豊か な ふる ・ 地 域 に お ける 男女 共同 参画 の 推進 病院 勤務 医師 数 (人 口 10 万 人 当たり ): 138.3 人 

〇 県 外 と つなが り 、 新 し い 発想 に さと 岩手 を つく りあ げ ま TFT (H30) [H26 124.6 人 ] 

岩手 が あふ れる 。 i 本 保健 ・ 医 療 ・ 福 祉 充実 プロ ジェ クト 特定 健康 診査 受診 率 : 70.096[H25 46.2%] 

〇 地方 が 主役 に な る 日 本 の 次 が | ・ 人 材 の 確保 ・ 定 着 ・ 育 成 ・ 地 域 包 括 ケ アシ ステ ム の 構築 自殺 死亡 率 ( 人 口 10 万 人 当たり ) : 23.2 

岩手 で 実現 する 。 ※ 一 人 当たり 所 得 水準 (国王 100) ・ が ん 対策 ・ 脳 卒 中 予防 ・ 自 殺 対 策 LH26 26.6〕 

ee ふる さと の 未来 を 担う 人 づく り プ ロジ ェクト 県 内 学卒 者 の 県 内 就職 率 :55.096 
※1 国 の 総合 戦略 に お いて 、 東 京 圏 の 転出 入 者 均衡 に ※2 重要 業績 評価 指標 (KPI:Key Performance Indicator) ・「 い わ て の 復興 教育 」 の 推進 ・ 地 域 を 担う 「 ひ ⑦ と 」 [H26 45.0%%] 
関す る 目標 年 次 が 2020 年 (H32) で あり 、 国 の 取組 と 呼 の 略 。 政策 ご と の 達成 すべ き 成 果 目 標 。 の 確保 ・ 養 成 ・ 生 涯 を 通じ た 学び の 環境 づく り 




















応 し な が ら 取 り 組ん で いき ます 。 


まち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合戦 略 - 概 要 - 
































※ 「 総 合戦 略 」 は 、「 長 期 ビ ジョ ン 」 を 踏ま え 、2015 年 度 を 初 年 度 と する 今後 5 か 年 の 
RM 具体 的 な 施策 を まとめ た も の 。 














1 . 基本 的 な 考え 方 
1. 人 口 減少 と 地域 経済 縮小 の 克服 


| 〇 地方 は 、 人 口 減少 を 契機 に 、「 人 口 減少 が 地域 経済 の 縮小 を 呼び 、 地 域 経済 の 縮小 が | 
| 人 口 減少 を 加速 させ る 」 と いう 負 の スパ イラ ル に 陥る リス ク が 高い 。 
| 〇 人 口 減少 克服 ・ 地 方 信 生 の た め に は 、 3 つの 基本 的 視点 か ら 取り 組む こと が 重要 。 

①「 東 京 一 極 集中 」 の 是正 、 

② 若 い 世代 の 就労 結婚 ・ 子 育て の 希望 の 実現 、 

③ 地 域 の 特性 に 即 し た 地域 課題 の 解決 





に トー トー エニー に コー トー 
1 > 


I 〇 「 し ご と 」 が 「 ひ と 」 を 呼び 、「 ひ と 」 が 「 し ご と 」 を 呼び 込む 好 循 環 を 確立 する と 
| と も に 、 そ の 好 循 環 を 支え る 「 ま ち 」 に 活力 を 取り 戻す 。 
① し ご と の 創 生 
・ 若 い 世 代 が 安心 し て 働け る 「 相 応 の 賃金 、 安 定 し た 雇用 形態 、 や り が い の あ る 
し ご と 」 と いう 「 雇 用 の 質 」 を 重視 し た 取組 が 重要 。 
② ひ と の 創 生 
・ 地 方 へ の 新しい 人 の 流れ を つく る た め 、 若 者 の 地方 で の 就労 を 促す と と も に 、 地 
方 へ の 移住 ・ 定 着 を 促進 する 。 
・ 安 心して 結婚 ・ 出 産 ・ 子 育て が で きる よう 、 切 れ 目 な い 支 援 を 実現 する 。 
③ ま ちの 創 生 
・ 地 方 で 安心 し て 暮らせ る よう 、 中 山間 地域 等 、 地 方 都市 、 大 都市 圏 等 の 各地 域 
の 特性 に 即 し て 課題 を 解決 する 。 























































































































II . 政策 の 企画 ・ 実 行 に 当たっ て の 基本 方 針 
1. 従来 の 政策 の 検証 
| 〇 これ まで の 政策 は 、 一 定 の 成果 を 上 げた が 、 大 局 的 に は 地方 の 人 日 流 出 や 少子 化 に | 
i 歯止め が か か っ て いな い 。 そ の 要因 は 次 の 5 点 。 [ 
① 府 省庁 ・ 制 度 ご と の 「 縦 割り 」 構 造 
② 地 域 特 性 を 考慮 し な い 「 全 国 一 律 」 の 手法 
③ 効 果 検証 を 伴わ な い 「 バ ラマ キ 」 
④ 地 域 に 浸透 し な い 「 表 面 的 」 な 施策 
⑤「 短 期 的 」 な 成果 を 求め る 施策 





























国 の 総合 戦略 


2. まち ・ ひ と ・ し ご と の 創 生 に 向け た 政策 5 原則 








| 〇 人 口 減少 克服 ・ 地 方 久生 を 実現 する た め 、5 つの 政策 原則 に 基づき 施策 を 展開 する 。 


| ① 自 立 性 
・ 構 造 的 な 問題 
② 将 来 性 











に 対処 し 、 地 方 公共 団体 、 民 間 事 業者 、 個 人 等 の 自立 に つなが る 。 





・ 地 方 が 自主 的 か つ 主 体 的 に 、 夢 を 持っ て 前 向き に 取り 組む こと を 支援 する 。 


③ 地 域 性 
・ 各 地域 の 実態 
④ 直 接 性 























こ 合 っ た 施策 を 支援 。 国 は 支援 の 受け 手 側 の 視点 に 立っ て 支援 。 














・ 最 大 眼 の 成 末 を あげ る た め 、 直 接 的 に 支援 する 施策 を 集中 的 に 実施 する 。 


⑤ 結 果 重 視 














HE De 及 定 し 、 効 果 検 証 と 改善 を 実施 する 。 


ーー に ーッ ーー に ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ャ ーー 





7 划分 相亲 a に 取組 む 。 
①5 か 年 戦略 の 策定 
・ 国 と 地方 公共 団体 と も に 、5 か 年 の 戦略 を 策定 ・ 実 行 する 体制 を 整え 、 ア ウト カ 
ム 指 標 を 原則 と し た 重要 業績 評価 指標 で 検証 ・ 改 善 する 仕組 み を 確立 














② デ ー タ に 基づく 、 











地域 ご と の 特性 と 地域 課題 の 抽出 











・ 国 は デー タ に 基づく 地域 経済 分 析 シ ステ ム を 整備 し 、 各地 方 公共 団体 は 必要 な デ 
ー タ 分 析 を 行い 、 地 域 課題 等 を 踏ま を た 「 地 方 版 総合 戦略 」 を 策定 
③ 国 の ワン スト ッ プ 型 の 支援 体制 等 と 施策 の メニ ュー 化 

・ 国 は 関係 府 省 庁 で 統一 の ワン スト ッ プ 型 執行 体制 の 整備 に 努め 、 各地 域 が 必要 な 
施策 を 選択 で きる よう 支援 施策 を メニ ュー 化し 、 人 的 支援 も 実施 








④ 地 域 間 の 連携 推進 


・ 国 は 新た な 1 


















































車 携 中 枢 都市 園 」 や 定住 自立 








貴 


の 形成 を 進め 、 各 地方 公共 団体 は 、 

















地域 問 の 広域 連携 を 積極 的 に 推進 。 











今後 の 施策 の 方 








1. 政策 の 基本 目標 (4 つの 基本 目標 ) 


く 基 本 目標 ①> 
> 2020 年 まで 

く 基 本 目標 め > 
と 2020 年 に 東京 


地方 に お ける 安定 し た 雇用 を 創出 する 

の 5 年 間 の 累計 で 地方 に 30 万 人 分 の 若者 向け 雇用 を 創出 
地方 へ の 新しい ひと の 流れ を つく る 

京 圏 か ら 地方 へ の 転出 を 4 万 人 増 、 地 方 か ら 東 京 圏 へ の 転入 を 


6 万 人 減少 させ 、 東 京 圏 か ら 地 方 の 転出 入 を 均衡 


く 基本 目標 > 


若い 世代 の 結婚 ・ 出 産 ・ 子 育て の 希望 を か な える 


と 2020 年 に 結婚 希望 実績 指標 を 809%%、 夫婦 子ども 数 予定 実績 指標 を 95% に 向上 


く 基本 目標 > 


時 代 に 合っ た 地域 を つく り 、 安 心 な 暮らし を 守る と と も に 、 地 域 
と 地域 を 連携 する 


と 「 小 さ な 拠 点 」 の 整備 や 「 地 域 連 携 」 を 推進 する 。 目標 数 値 は 、 地方 版 総合 戦 
略 の 状況 を 踏ま え 設定 。 


